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　熱帯生物圏研究センターは、個々の大学の枠を越えて、大型の研究設備や大量の資料・データ等を全国の研究者
が共同で利用したり、共同研究を行う目的で2008年7月に、文部科学大臣によって創設された「共同利用・共同研究
拠点」の認定制度により、2009年に「共同利用・共同研究拠点」として認定された、琉球大学の研究センターである。
熱帯生物圏研究センターは、全国共同利用施設であった旧・熱帯生物圏研究センターと、琉球大学の学内共同利用
施設であった旧・分子生命科学研究センターが統合し、2009年度に発足した。
　旧・熱帯生物圈研究センターは、日本最南端に位置する琉球大学の立地条件を生かし、熱帯・亜熱帯における生
物の多様性や環境との相互作用に関する研究拠点形成を目的とし、学内共同利用教育研究施設であった熱帯海洋科
学センター（現・瀬底研究施設）、農学部附属であった熱帯農学研究施設（現・西表研究施設）、琉球大学千原キャン
パス内に新たに設置された西原研究室（現・西原研究施設）が統合し、1994年に仝国共同利用施設として発足した。
　旧・分子生命科学研究センターは、1991年に琉球大学遺伝子実験施設を改組し、琉球大学のバイオサイエンス研
究の中核的役割をになう施設として機能する目的で設置された遺伝子実験センターが、2008年に研究組織としての
存在をより明確にするため、その名称を分子生命科学研究センターに変更し、再発足した。
　琉球大学熱帯生物圏研究センターは、沖縄本島にある琉球大学千原キャンパスの西原研究施設および分子生命科
学研究施設、瀬底島の瀬底研究施設、さらに、西表島の西表研究施設で構成されている。

沿革と施設構成

沖縄本島
Main-island of Okinawa

　琉球大学熱帯生物圏研究センターは、沖縄本島中部の琉球

大学千原キャンパスに西原研究施設および分子生命科学研究

施設、沖縄本島の北部に隣接した瀬底島に瀬底研究施設、さら

に、沖縄本島西南西430kmに位置する西表島にある西表研究施

設がある。

The Tropical Biosphere Research Center, University 
of the Ryukyus, consisted of Nishihara Station Center 
of Molecular Biosciences (COMB), Sesoko Station and 
Iriomote Station. Nishihara Station and COMB are in 
the main campus of the university which is located in 
the southern part of Okinawa-Honto (the main-island of 
Okinawa). Sesoko Station stands on Sesoko Island, an 
islet off the northern part of Okinawa-Honto. Iriomote 
Station is located on Iriomote Island, about 430 km 
southwest of Okinawa Honto.

瀬底島
Sesoko Island

西表島
Iriomote Island

琉球大学
University of the Ryukyus

瀬底研究施設
Sesoko Station瀬底研究施設 Sesoko Station

西表研究施設
Iriomote Station

西表研究施設 Iriomote Station

西原研究施設
Nishihara Station

西原研究施設
Nishihara Station

多様性生物学分野 Biodiversity Study 

保全生物学分野 Conservation Biology

サンゴ礁生物生態分類学分野
Coral Reef Ecology and Systematics

サンゴ礁生物機能学分野
Coral Reef Physiology 

遺伝子機能解析学分野 Functional Genomics
感染免疫制御学分野 Vaccinology and Vaccine Immunology
分子感染防御学分野 Molecular Microbiology  
遺伝資源応用学分野 Molecular Biotechnology
環境生命情報学分野 Environmental and Biological Information

サンゴ礁生物生態分類学分野
Coral Reef Ecology and Systematics

マングローブ学分野
Mangrove Study

多様性生物学分野
Biodiversity Study

森林環境資源学分野
Forest Resource Science

分子生命科学研究施設
Center of Molecular Biosciences(COMB)

分子生命科学研究施設
Center of Molecular Biosciences(COMB)
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センター長

運営委員会

教授会

副センター長

Director

Advisory Committee

客員研究部門
Department of Cooperative Biosphere Research

陸海フィールド生態学分野
Marine and Terrestrial Field Ecology

技術支援部門
Department of Technical Assistance

総合企画戦略部 研究推進課
General Strategic
Planning Division

Research Promotion
Section

感染生物学部門

感染免疫制御学分野

分子感染防御学分野

Department of Infectious Diseases

  Vaccinology and Vaccine Immunology

  Molecular Microbiology

応用生命情報学部門
Department of Applied Biological Information

遺伝資源応用学分野

環境生命情報学分野

  Molecular Biotechnology

  Environmental and Biological Information

島嶼多様性生物学部門

多様性生物学分野

森林環境資源学分野

保全生物学分野

遺伝子機能解析学分野

Department of Biodiversity and Evolutionary Biology

  Biodiversity Study

  Forest Resource Science

  Conservation Biology

  Functional Genomics

Council

Vice Director

組 織 図

サンゴ礁生物科学部門

サンゴ礁生物生態分類学分野

サンゴ礁生物機能学分野

Department of Coral Reef Biological Science

  Coral Reef Ecology and Systematics

  Coral Reef Physiology

マングローブ学分野
  Mangrove Study
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琉球大学
熱帯生物圏研究センター

瀬底研究施設

西表研究施設

西原研究施設
分子生命科学研究施設

熱帯・亜熱帯に特有でかつ生物多様性の高いサンゴ礁、マングローブ林、熱帯・亜熱帯雨林等の生態系等に関する研究、
及び豊かな生物多様性を活かしたイノベーション創出に資する研究のための共同利用・共同研究拠点強化

• 地球規模の気候変動による、熱帯・亜熱帯の生物、生態系、生物多様性の撹乱、熱帯性生物の北上
• 地域規模の開発による亜熱帯に特徴的な高い生物多様性の減少
• 生物多様性条約に象徴される、各国の生物多様性の資源としての重要性意識の高まり

沖縄県内に広く配置された
研究施設を活用

背景・課題

亜熱帯域に立地する唯一の共同利用・共同研究拠点であり、
フィールド研究に特化した当センターでのみ可能な共同研究を実施

気候変動に対する熱帯・
亜熱帯の生物や生態系の
反応、及び生物多様性の
変化をフィールドで研究

熱帯・亜熱帯生物圏における生態系や生物多様性の
成立・維持機構を解明

⇒今後亜熱帯化が進む我が国の温帯域での変化予測に
適用する研究

気候変動下での、熱帯・亜
熱帯における生物、生態系
及び生物多様性の存続条件
を解明する研究

気候変動と地域規模開発が、
熱帯・亜熱帯の生物多様性
に及ぼす複合的影響を解明
する研究

我が国唯一の亜熱帯県で
ある沖縄県での、生物多様
性の記録と、遺伝子資源等
の開発・保全研究

課題解決に向けた研究を，机上のみならず実地で，
かつ国内外の研究者が共同実施する体制整備が必要

事業の目的･必要性

熱帯・亜熱帯に特徴的なサンゴ礁、マングローブ林、
熱帯雨林をフィールドとした共同研究

共同利用・共同研究拠点
（Joint Usage / Research Center）

拠点の概要（文部科学省ホームページから引用）

　我が国の学術研究の発展には、個々の大学の枠を越えて大型の研究設備や大量の資料・データ等を全国の研究

者が共同で利用したり、共同研究を行う「共同利用・共同研究」のシステムが大きく貢献してきました。

　共同利用・共同研究は、従来、国立大学の全国共同利用型の附置研究所等を中心に推進されてきましたが、我が

国全体の学術研究の更なる発展のためには、国公私立大学を問わず大学の研究ポテンシャルを活用し、研究者が

共同で研究を行う体制を整備することが重要です。 
　このため、文部科学省では、科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会の報告を踏まえ、平成20年7月
に、学校教育法施行規則を改正し、国公私立大学を通じたシステムとして、新たに文部科学大臣による共同利用・

共同研究拠点の認定制度を設けました。

　本制度の実施により、広範な研究分野にわたり、共同利用・共同研究拠点が形成されるなど、我が国の学術研究

の基盤強化と新たな学術研究の展開が期待されます。

　平成29年4月1日現在、共同利用・共同研究拠点として53大学（28国立大学、25公私立大学）105拠点が認定され

ています

熱帯生物圏研究センターの拠点活動

　熱帯生物圏研究センターは琉球大学附属の研究所であると同時に、文部科学大臣に認可された共同利用・共同

研究拠点でもあります。当センターは国内唯一の亜熱帯気候帯に立地する、「熱帯生物圏における先端的環境生命

科学共同研究拠点」として、国内外の研究者に亜熱帯の生物や生態系を対象とする研究の場を提供しています。研

究の場とはすなわち、世界的にも珍しい湿潤な亜熱帯気候と複雑な地史のもとに成立した固有種に富む島嶼群や、

熱帯性で生物多様性が高く、陸からのアクセスが容易なサンゴ礁やマングローブ林等です。当センターは亜熱帯

気候帯にある共同利用・共同研究拠点として、フィールド研究に特化することを目指しています。当センターの

西表及び瀬底研究施設は、マングローブ林やサンゴ礁などのフィールドで行う研究を集中して実施できる実験・

宿泊施設を備え、瀬底研究施設では、海洋生物の飼育実験のために掛け流しの海水も供給されています。
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教職員・学生

西原研究施設

多様性生物学

教授 山平　寿智

准教授 戸田　　守

ポスドク研究員 Javier Andres
Montenegro 
Gonzales

ポスドク研究員 Daniel Frikli 
Mokodongan

ポスドク研究員 和智　仲是

ポスドク研究員 城野　哲平

理工学研究科博士課程前期 徳山　孟伸

岡本　康汰

山本　拓海

Sutra Nobu
小林　大純

Bayu Kreshna 
Adhitya Sumarto

理工学研究科博士課程後期
Ixchel Feibie 
Mandagi

保全生物学

教授 高相徳志郎

技術支援部門

事務補佐員 前代　香織

センター長・研究施設長

センター長 教授 酒井　一彦

副センター長 教授 山平　寿智

西原研究施設長 教授 山平　寿智

分子生命科学研究施設長教授 松﨑　吾朗

瀬底研究施設長 教授 山城　秀之

西表研究施設長 教授 梶田　　忠

琉球大学熱帯生物圏研究センター運営委員会委員

熱帯生物圏研究センター

教授（副センター長） 松﨑　吾朗

教授 山城　秀之

教授 山平　寿智

琉球大学理学部

教授 竹村　明洋

公益財団法人
国際緑化推進センター

理事長 佐々木惠彦

職員配置

佐賀大学医学部

教授 吉田　裕樹

長崎大学名誉教授
（元長崎大学環東シナ海海洋環境
資源研究センター教授）

松岡　數充

横浜国立大学大学院
環境情報研究院

教授 松田　裕之

分子生命科学研究施設

遺伝子機能解析学

教授 徳田　　岳

助教 松浦　　優

外国人特別研究員
Stefan M. 
Küchler

協力研究員 北條　　優

理工学研究科博士課程後期 金城　亜季

遺伝資源応用学

教授 屋　　宏典

助教 岩崎　公典

外国人客員研究員 Mirza 
Hosanuzzaman

ポスドク研究員 稲福　征志

鹿児島大学大学院連合農学
研究科博士課程後期

Ishmael 
Mutanda

鹿児島大学大学院連合農学
研究科博士課程後期

Shahanaz 
Parveen

技術補佐員 平良　　望

技術補佐員 川上　真味

技術補佐員 トマス明菜

感染免疫制御学

教授 新川　　武

助教 玉城　志博

技術補佐員 安谷屋沙織

技術支援部門

事務補佐員 森島ふみえ

技術補佐員 与儀　司子

技術補佐員 島袋　　和

環境生命情報学

准教授 新里　尚也

助教 伊藤　通浩

ポスドク研究員 竹下　和貴

ポスドク研究員 西尾佐奈恵

協力研究員 朴　　相和

協力研究員 白井　由実

理工学研究科博士課程前期 田中志貴子

工学部環境建設工学科 會田　祥平

工学部環境建設工学科 川原　邑斗

分子感染防御学

教授 松﨑　吾朗

准教授 梅村　正幸

准教授 高江洲義一

技術補佐員 照屋　尚子

技術補佐員 梅村　勝子

技術補佐員 金城　美波
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＊拠点形成費等の熱帯生物圏研究センターの共通経費で雇用したポスドク研究員。

西表研究施設

森林環境資源学

教授 寺嶋　芳江
（分生研勤務）

マングローブ学

教授 梶田　　忠

准教授 渡辺　　信

学研究科博士課程後期／
技術補佐員

山本　　崇 

鹿児島大学大学院連合農学
研究科博士課程後期 / 技術
補佐員

山本　　崇

多様性生物学

准教授 内貴　章世

特命助教 遠山　弘法

技術補佐員 梶田　結衣

サンゴ礁生物生態分類学

准教授 成瀬　　貫

ポスドク研究員 吉田　隆太＊

北野　裕子＊

技術支援部門

一般職員 神谷　隆彦

技術専門職員 石垣　圭一

技術職員 井村　信弥

技能補佐員 堤　ひとみ

事務補佐員 岡　　朋子

臨時用務員 那根　よて

臨時用務員 大崎　直樹

瀬底研究施設

サンゴ礁生物生態分類学

教授 酒井　一彦

准教授 波利井佐紀

特命助教 Dwi Haryanti
ポスドク研究員 依藤実樹子

ポスドク研究員 Frederic 
Sinniger

ポスドク研究員 戸篠　　祥

外国人特別研究員 Heloise 
Rouze

理工学研究科博士課程前期 史　　宗艶

理工学研究科博士課程前期 Ishida Jun
理工学研究科博士課程前期 Nisi Mayara
理工学研究科博士課程後期 Rian Prasetia
理工学研究科博士課程後期 Tanya Singh

理工学研究科博士課程後期
Cristiana 
Manullang

理工学研究科博士課程後期
Hazraty Kari 
Sanaz

サンゴ礁生物機能学

教授 山城　秀之

准教授 守田　昌哉

理工学研究科博士課程前期 北之坊誠也

理工学研究科博士課程前期 佐久本可奈子

理工学研究科博士課程後期 Frank Ifeanyi 
Stanley

理工学研究科博士課程後期 白幡　大樹（休学）

技術支援部門

技術専門職員 中野　義勝

技術職員 嘉手納丞平

技術補佐員 金城　裕美

技術補佐員 神座　　森

臨時用務員 仲田留美子

臨時用務員 仲田　佳人

事務補佐員 屋富祖妙子

事務補佐員 小島亜喜乃

*
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客員研究部門
【外国人研究員・外国人客員研究員】

勤務地
研究領域

（受け入れ教員）
職名等 氏　名 所　　属

西原研究施設
基礎生物学
 （山平寿智）

外国人客員研
究員

Javier Andres 
Montenegro 
Gonzales

独立行政法人日本学術振興会

分子生命科
学研究施設

遺伝資源応用学 
（岩崎　公典）

外国人研究員
Sawitree 
Wongtangtintharn Khon Kaen University, Thailand

分子生命科学
研究施設

遺伝子機能解析学
（徳田　岳）

外国人客員研究員
（JSPS 外国人特別研
究員・一般）

Stefan 
Küchler The University of Bayreuth, Germany

瀬底研究施設
サンゴ礁生物機能学
( 山城　秀之 ) 外国人研究員

Shan-Hua 
Yang Academia Sinica Taipei

瀬底研究施設
サンゴ礁生物機能学
（守田昌哉）

外国人研究員
Kowalaski 
Radoslaw Kajetan

Polish Academy of Sciences Institute 
of Animal Reproduction

瀬底研究施設
基礎生物学
  （波利井佐紀）

外国人客員研究員
Heloise Louise 
Rouze

CRIOBE USR3278 CNRS-EPHE-
UPVD,LabEx CORAIL

西表研究施設
基礎生物学
（内貴章世）

外国人客員研
究員

Son Van 
Dang

ベトナム科学アカデミー熱帯生物学
研究所

【併任教員】

受入部門 共同研究題目 氏　名 所　　属

サンゴ礁生
物科学部門

サンゴ礁生物の環境利用特性に関する
研究

竹村　明洋 理学部海洋自然科学科　教授

サンゴ礁石灰化生物の生理生態及び地
球環境変動への応答に関する研究

藤田　和彦 理学部海洋自然科学科　教授

サンゴ礁域における生物多様性研究
James Davis 
Reimer 理学部海洋自然科学科　准教授

造礁サンゴおよび周辺生物によるミク
ロ礁景観の形成

中村　　崇 理学部海洋自然科学科　講師

気候変動によるサンゴ礁生態系への影
響評価

栗原　晴子 理学部海洋自然科学科　助教

島嶼多様性
生物学部門

琉球弧における菌類の生態的特徴の解明 佐野　文子 農学部亜熱帯地域農学科　教授

メダカ科魚類をモデルとした熱帯生物圏
の多様性に関するゲノミクス研究

木村　亮介 大学院医学研究科医学専攻　准教授

感染生物学
部門

熱帯地域の育種に資する基盤研究として
の生殖機構の細胞生物学

金野　俊洋 農学部亜熱帯農林環境科学科　准教授

陸海フィール
ド生態学分野

熱帯島嶼の生物多様性パターンの解明と
保全に関する研究

久保田康裕 理学部海洋自然科学科生物系　教授
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　サンゴ礁生物科学部門

　サンゴ礁生物生態分類学分野 

　（瀬底研究施設・西表研究施設）  

【研究概要】

　サンゴ礁生物生態学分野では、サンゴ礁の基盤

構成生物である造礁サンゴ類を中心に、 生物・生

態学、進化生態学、集団遺伝学、保全生態学、熱

帯・亜熱帯の甲殻類を主体とした系統分類学に関

する研究を進めている。 本年度は野外調査を中

心に、琉球列島における浅場から深場までのサン

ゴの個体群や群集構造の動態に関する研究を行っ

た。また、地球環境変動に対するサンゴ礁の応答

を明らかにするため、 温暖化や海洋酸性化に着目

した研究を進めた。 

【トピックス】

（瀬底研究施設）

⑴　沖縄本島、慶良間諸島、久米島における、サ

ンゴ個体群連結性

　沖縄本島西海岸、慶良間諸島、久米島に、合計

で26地点を設定し、各地点にサンゴの放卵放精前

に幼生定着基盤を設置し、放卵放精後回収し、各

地でのサンゴ幼生定着量を測定した。さらに各地

点でサンゴ群集の調査も実施し、親サンゴ量と幼

生加入量の関連から、 サンゴ礁間での幼生交流を

通したサンゴ個体群の連結性の推定を行った （酒

井：工学部、沖縄科学技術大学院大学、東海大学

との共同研究）。 

⑵　海洋酸性化がサンゴ礁産石灰化生物に及ぼす

影響

　現在 （400ppm）から、現在のままのペース

で CO2排出が続いた場合の今世紀末のシナリオ

（1,000ppm）を想定した pCO2条件を屋内外の水

槽に設定し、海洋酸性化がサンゴ、サンゴ藻など

のサンゴ礁産石灰化生物に及ぼす影響を実験的

に検証した。平成29年度は特に、海洋酸性化が海

洋生物の加入に及ぼす影響を実施した。（酒井、

Haryanti：弘前大学、沖縄工業高等専門学校、産業

技術総合研究所）

⑶　サンゴ礁深場の生態学的研究

　サンゴ礁深場（水深30m以深）は温暖化による

高水温の影響を受けにくく、浅場群集のレフュジ

ア（避難地）として注目されているが、深場海域

の情報は少ない。本プロジェクトでは、深場−浅場

サンゴ生態系の関係性を解明している。

　平成29年度は、深場サンゴ（トゲサンゴ）の幼

体が浅場でも生き残るかどうかを野外の移植実

験と室内実験を通して明らかにした。その結果、

稚サンゴの生残率は水深20m では水深40mと同程

度であったが、より浅い海域では低くなった。室

内実験では、幼生の定着率は光強度が強いほど低

くなった。これらより、深場からの幼生が浅い環

境に定着した場合、強光阻害が起きるため、すぐ

には浅場に適応できない可能性が示唆された。な

お、これらは Rian Prasetia 氏の学位論文の一部と

して提出された（学位授与 2017年９月　琉球大）。

　さらに、JST 戦略的創造研究推進事業 CREST
「海洋生物多様性および生態系の保全・再生に資

する基盤技術の創出」フィールドキャンペーンの

一環で、深場—浅場の生物多様性を評価する合同

調査として、瀬底周辺海域において AUV（自律型

無人潜水機）による海底生物マッピング、サンゴ・

魚類・バクテリア相の比較、生物音測定、および

生物代謝測定を行った。

（波利井：宮崎大、北海道大学との共同研究およ

び JST CREST での共同研究）

 

分野別研究概要・トピックス

　写真：移植したトゲサンゴの幼体。枝の幅は約１mm 程度。

　　　　（Photo by R. Prasetia）
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　サンゴ礁生物科学部門

　サンゴ礁生物機能学分野 （瀬底研究施設） 

【研究概要】

　サンゴ礁生物機能学分野では、サンゴ礁に生息

するサンゴを始めとする多様な生物を対象に、生

理学、生化学あるいは生態学的な視点に立った研

究を行っている。平成29年度は、ドローンを用い

たサンゴの観察、ミドリイシ属サンゴの配偶子認

識、そして魚の生殖に関する研究を行った。

【トピックス】

⑴　ドローンによる空撮によって世界最大級のハ

マサンゴのマイクロアトールを発見

　沖縄県本部町瀬底島の白化サンゴの調査中、南

岸においてマイクロアトール（微環礁）を発見し

た。海岸から約150m、水深約2.5mの場所で見つ

けたサンゴは、全体が円形になるマイクロアトー

ルで、測定の結果，直径 11.1m，周縁 33.7m、これ

まで報告されていたもの（直径約 ９m）よりも大

きいことがわかった。サンゴの種類は、ハマサン

ゴ Porites australiensis で雌雄はまだ不明である。

過去の文献との比較から世界最大級のマイクロア

トールであることがわかった。年齢については，

年間の成長率（文献情報）と直径から、500～2100 
歳と推定された｡

 

⑵　サンゴを覆い殺すクリオナ海綿の野外調査

　クリオナ海綿 Cliona sp. は浅瀬から深海まで分

布する穿孔性の海綿だが、近年、サンゴ礁で被覆

型のものが台頭し台湾のサンゴ礁では一番の脅

威となっている。またインド洋でも拡大してお

り、今後日本国内に侵入することが予想されるた

め、台湾の離島（緑島）の同海綿の予備調査を行

った。調査は共同研究者の Tang 教授（Academia 
Sinica）と行った。その結果、クリオナ海綿および

琉球列島でも確認できるテルピオス海綿 Terpios 
hoshinota が全て（４箇所）で確認できた。テルピ

オス海綿が１mm程度の厚さなのに対し、クリオ

ナ海綿は数cmにもなり、台風等でも剥離しないと

のことであった。

⑶　両方向性交雑を示すサンゴにおける交雑の可

能性の検討

　沖縄沿岸海域にはミドリイシ属サンゴが生息

しており同所的な多様な種が生息している。この

ミドリイシ属サンゴは複数種が同調して産卵す

ることが知られており、その多くは種特異的な受

精を示し、その結果、同調した産卵後には複数種

の配偶子が混在していても同種と受精し種が保

たれていると考えられる。一方で、特定の種では

同調して産卵するにもかかわらず配偶子が異種

間受精することが報告されていた。このような、

異種間同調性産卵を示す種の中でも、他の種より

も２時間程度早く産卵する２種（ウスエダミドリ

イシ  Acropora tenuis, ドーンミドリイシ Aropora 
donei）がおり、その２種では種間受精する。この

２種の配偶子は非常に高い割合で両方構成の交雑

を示す。一方で、この２種が実際に野外で交雑し

うるかは、同調した産卵をするため、この２種の

配偶子を混合して検討しなければならないが、全

く検討されてこなかった。さらに、これまでの野

外観察により瀬底島周辺に生息しているドーンミ

ドリイシ（Aropora donei）では産卵がほとんど見

られないことも明らかとなっていた。そこで１）

２種の精子混合実験による精子選択実験による野

外での異種間受精の可否、２）産卵をしない集団

の配偶子形成の確認、３）集団遺伝学的手法によ

る交雑の可能性も検討した。その結果１）の精子

選択実験では、精子を混合した条件では、卵は同

種の精子と優先的に受精する傾向にあった。一方

で、組み合わせによっては異種の精子とも受精し

た。さらに、精子濃度の影響は受けなかった。２）

配偶子形成と産卵の関係性に関して検討したと

ころ、産卵が見られる集団では配偶子形成が活発

に行われ、産卵月の満月３~７日前には成熟卵及

び完成した鞭毛を持った精子も確認できた。一方

で、産卵が活発に見られない瀬底島周辺のドーン

　写真：ドローンによって撮影された瀬底島南岸の世界最大級の

　　　　マイクロアトール（撮影：愛媛大学・竹内一郎）
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ミドリイシ（Aropora donei）では、組織切片による

観察において成熟卵及び精子が確認できなかっ

た。ドーンミドリイシ（Aropora donei）が２種の交

雑体であるのか、調べるために７つのマイクロサ

テライトマーカーで検討したところ、２種のアレ

ルが混合した集団であることが判明した。したが

って、瀬底の集団は２種が交雑体からなる集団で

ある可能性があるが、７つのマイクロサテライト

解析では遺伝情報としては不十分であるため、今

後、遺伝子座の数を増やして調べる必要がある。

　サンゴ礁生物科学部門

　マングローブ学分野 （西表研究施設）

  
【研究概要】

　マングローブとは，熱帯・亜熱帯の沿岸や河口

域の潮間帯に生育する森林を構成する木本植物

の総称である。世界には主要なマングローブ樹種

が70種以上存在し、各々の樹種が異なる生態ニッ

チを獲得してマングローブ林を形成している。現

在、世界的規模でマングローブ林の減少が懸念さ

れているが、一度失われたマングローブ林を再生

するには、その環境に適した樹種を選択する必要

がある。そのためにはそれぞれの樹種の生態ニッ

チがどのように決定されるのかを理解することが

不可欠である。

　通常の陸生植物が生態ニッチを獲得する場合、

光と水の獲得が大きな争点となる。汽水域に生育

するマングローブの場合、光獲得の為の樹高成長

や光合成器官増加に加え、潮汐に伴う高塩類濃度

と湛水のストレスに耐えるために多大なエネル

ギーを消費する。結果、その消費を上回るエネル

ギーを供給可能な樹種だけがその場所にニッチを

獲得することが出来ると考えられる。即ち、マン

グローブの生態ニッチ決定の仕組みを明らかに

するには、構成樹種毎に個別のストレスに対する

耐性の仕組みを理解するだけでは不十分であり、

光合成から糖代謝に至るエネルギー代謝効率の

樹種毎の違いも含めて理解する必要がある。この

ような広い視野に基づく解析を実現するには、従

来の生理実験だけでは限界があることから、次世

代 DNA シークエンサーによる大規模遺伝子発現

解析が不可欠である。更にこうして得られた遺伝

子発現及び生理情報を森林の成り立ちの解明にま

で昇華させるためには、フィールド調査から得ら

れる立地環境と群落レベルの光合成から得られる

知見を、分子生物学、生理学、生態学から得られ

る知見と統合した上で、マングローブの生態ニッ

チ決定機構を解析する必要がある。（熱帯生物圏

研究センタープロジェクト型共同利用・共同研究）

【トピックス】

⑴　フィールドビッグデータで解明するマングロー

ブの生態ニッチ

　マングローブ樹種毎の生態ニッチがどのよう

な環境要因で決定されるのかを明らかにするた

めに，西表島西部を流れる仲良川の河口部から上

写真：ドーンミドリイシ（Acropora donei）とウスエダミドリ

イシ（Acropora tenuis）の配偶子形成の違いを免疫組織切

片により検証。成熟した精子はウスエダミドリイシでの

み観察できた
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流６キロにかけて， ５m四方のプロットを24箇所

設置した。各プロットは地盤高の違い，光環境の

違い，塩分濃度の違いが異なるように組み合わせ

た環境となっている。研究プロジェクト初年度で

あった平成25年度は設置したプロットの基盤情

報を徹底的に収集した。各プロットの毎木調査

を行い，全ての樹木のバイオマスデータを収集

した。地盤高・水位変化・塩濃度・光環境を調

べ，環境因子毎に長期観測を実施し，この地盤高

と水位変化からそれぞれのエリア，プロットの湛

水頻度を評価した。各エリアに塩濃度計を設置

し，遠濃度の違いを評価する。光環境は，葉面積

指数（LAI; leaf area index）や光合成有効放射（PAR; 
photosynthetically active radiation）から評価する。

これらの情報により，マングローブ樹種が分布す

る生育環境の地理的パターンを明らかにする。現

在は，各プロット内の実生から試料を採取し，ト

ランスクリプトーム解析を実施し，それぞれ異な

る環境に生育する実生の環境ストレス応答の解明

を進めている。

⑵　ドローンを活用した台風被害調査

　小型無人航空機（ドローン）を用いて、2007年
に西表島を直撃した超大型台風の影響で倒壊した

マングローブ林のモニタリング調査を継続してい

る。この研究の目的はマングローブ林倒のプロセ

スを明らかにすると共に、マングローブ林再生の

ための方策を決定することにある。調査ではドロ

ーン空撮を存分に活用し、200ヘクタールを超え

るマングローブ林の３D情報から多くの情報を得

ることが出来た。空間解析の結果、現在認められ

る大面積倒壊は一度に起こったものでなく、マン

グローブ地盤の崩壊と平行して徐々に進んだこ

と、崩壊地は地盤の低下が著しいことから、元の

マングローブ樹種の自然再生は困難であることが

明らかになった。（科研費・挑戦的萌芽研究：国

立研究開発法人防災科学技術研究所、林野庁との

共同研究）

⑶　マレーシア・サバ州におけるマングローブ再

生林のバイオマス調査

　マレーシア・サバ州森林局との学術交流協定を

締結し，国際マングローブ生態系協会（ISME）が
植栽したマングローブ再生林のバイオマス調査

を継続している。従来は破壊されたマングローブ

林の状況を明らかにする為に、被害が発生した現

場を直接歩いて測量や樹木計測をして調べてい

たが、労力とコストを要する上に時間の制約もあ

り、全ての状況を把握することは困難であった。

ドローンを導入したことにより、複数ある数十ヘ

クタールの植林地調査が可能となり、年毎の成長

プロセスデータを継続収集中である。（拠点形成

費：サバ州森林局との共同研究）

⑷　マレーシア・サバ州におけるテングザル生態

調査

　ボルネオマレーシア・サバ州のキナバタン川下

流域において、テングザルの生態調査を行った。

テングザルはボルネオ島のみに生息する固有種で

絶滅危惧種でもある。テングザルの生息情報はほ

ぼ全て目視調査で行われ、観察者には高いスキル

が要求される。今回中部大学の松田准教授の要望

から、テングザル調査にドローンを導入すること

で観察調査のルーチン化と簡易化する手法を検討

した。実際に現地でのドローンの自動航行撮影を

実施してデータを収集したところ、従来の目視観

察の８割程度の効率でテングザルを確認すること

が出来た。また赤外線カメラによる夜間飛行撮影

の有効性も確認出来た。（中部大学GISセンター共

同利用共同研究費：中部大学、サバ州森林局との

共同研究）

⑸　マングローブの保全遺伝学的研究

　マングローブ林の主要構成樹数種について、遺

伝マーカーを用いた保全遺伝学的研究を実施して

いる。オヒルギ属、オオバヒルギ属、ハマザクロ

属、ホウガンヒルギ属、ミミモチシダ属など、世

界のマングローブ林を構成する広域分布種につい

て、種内の遺伝構造の空間分布（地理的構造）が

明らかになりつつある。これらの研究により、広

域分布するマングローブ植物は、広大な分布域内

に明瞭な地理的構造をもっていること、海流散布

による遺伝子流動は分布域全体ではそれほど頻繁

では無いこと、共通の要因が種間でよく似た遺伝

構造の空間分布を形成した可能性があること等が

明らかになってきた。

　また、マングローブ植物や海岸植物のように、

熱帯域で広大な分布域を持つ種においては、分布

域内の様々な環境要因の違いに適応して存在する

遺伝変異が、ある空間パターンを構成することが
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予想される。このような遺伝的変異の分布パター

ンを明らかにすることで、植物が過去の気候変動

においてどのような分布変遷を辿ってきたか、ま

た、今後はどのように分布を変化させるかについ

ても、研究を進めている。広域分布種を対象とす

るこれらの研究は、科学研究費補助金や熱生研プ

ロジェクト型研究のサポートを受け、中国、ブラ

ジル、メキシコ、マレーシア等との国際研究ネッ

トワークを形成して実施されたものである。

　島嶼多様性生物学部門

　多様性生物学分野 
　（西原研究施設・西表研究施設）

【研究概要】

　多様性生物学分野では、琉球列島を中心に、東

アジアから東南アジアに至る生物多様性の現状

把握と、多様化のプロセスとメカニズムの解明を

研究課題としている。主として魚類と爬虫／両生

類、維管束植物を対象に、野外から標本を収集し

て形態形質の地理的変異や DNA 塩基配列の変異

に関する分析を行い、種の分布や集団構造の解明

や種分類の見直しを行っている。また、種内集団

間あるいは近縁種間の分化の程度や分岐序列を推

定し、多様化をもたらした背景となる古地理学的

イベントについての仮説の構築も進めている。さ

らに、野外における個体群調査と室内飼育実験に

よって生活史形質や形態形質の適応的変異の実体

を把握し、系統進化学的知見や古地理仮説と照ら

し合わせながら、各分類群の地理的分布域拡大と

多様化をもたらした外的／内的要因の解明も目指

している。

【トピックス】

（西原研究施設）

⑴　Oryzias woworae 種群の生息環境と体型の系

統種間比較に関する研究

　Oryzias asinua、O. wolasi、および O. woworae か

ら成る Oryzias woworae 種群は、スラウェシ島南

東部に広くに分布するメダカ属の１グループであ

る。これら３種は体型が大きく異なることが知ら

れており、特に体高は３種間の分類形質としても

使われている。しかし、本種群は河川上流域から

湧水池に至る様々な環境に生息しており、これら

３種の体型の違いは単なるローカルな生息環境へ

の適応を反映しているだけかもしれない。本種群

の８地域集団を対象とした幾何学的形態解析の結

果、本種群の体型のバリエーションは連続的で３

つのグループに分離できず３種は形態的種とはみ

なせないこと、ならびに河川集団は湧水池集団よ

りも体型が細長く尾柄部が長いことが明らかと

なった。また、ミトコンドリア DNA および RNA-
Seq から得られたゲノムデータを用いた系統解析

の結果、８つの地域集団は３つのクレードには分

かれず、３種は系統学的種として支持されないこ

とがわかった。さらに、各地域集団の体型と生息

環境との対応は、集団間の系統関係を補正した後
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も維持された。これらの結果は、O. woworae 種群

の体型のバリエーションが、各生息地の水流など

ローカルな生息環境に対する局所適応を反映して

いることを支持している。こうした局所適応を考

慮した本種群の分類学的再検討が、今後の課題で

ある。

⑵　琉球産渓流性カエル類を対象にした環境 DNA
解析の試み

　琉球列島の渓流性カエル類は全てが列島に固

有で、そのいずれもが環境省版レッドリストに記

載されているなど、保全の必要性が指摘されてい

る。とはいえ、有効な保全策の立案に必要な生息

範囲や生息状況に関する具体的な知見の集積は遅

れており、急速な調査が望まれる。そこで本研究

では、やんばるの固有種であるハナサキガエルを

モデルに環境 DNA 解析を加え、同手法の有効性

を検討した。調査では、一河川を対象にハナサキ

ガエルの産卵時期と場所を記録するとともに、源

流域から河口近くまでの複数地点で水サンプルを

繰り返し採取し、DNA 抽出とカエル類専用のプ

ライマーを用いた PCR 増幅を経て、次世代シー

クエンサーによる解析を行った。解析の結果、河

川の上流部ではハナサキガエルをはじめ、当該河

川に生息する全てのカエル類の DNA が検出され

た．ハナサキガエル DNA は、冬季には産卵場所

付近で検出され、その後初夏にかけて徐々に検出

範囲が下流側へと広がった。これをハナサキガエ

ルの出現データと重ねたところ、環境 DNA の検

出は卵または幼生の出現と呼応するが、成体だけ

では有効な検出が得られないことがわかった。こ

のことから、渓流性カエルの分布を把握する目的

でこの解析を用いる場合は、幼生のいる時期に狙

いを絞った調査が必要と考えられた。

（西表研究施設）

⑶　アカネ科シマザクラ属の系統分類学的研究

　シマザクラ属 Leptopetalum は、近年、広義フタ

バムグラ属 Hedyotis s. l. から分離された属で、草

本３種（L. biflorum, L. pteritum, L. strigulosum）と木本４

種（L. foetidum, L. grayi, L. mexicanum, L. pachyphyllum）
が含まれる。昨年度の分子系統解析に新たなサン

プルを加えて再解析したところ、木本種は引き

続き単系統となり、そのうち南硫黄島固有のア

ツバシマザクラ L. pachyphyllum はマリアナ諸島

の L. foetidum と近縁で、小笠原諸島に固有の他の

２種（シマザクラ L. grayi,  マルバシマザクラ L. 
mexicanum）とはかなり異なることが明らかとな

った。草本種のうち、これまでアジア〜太平洋諸

島の内陸・海岸に広域分布する種と認識されて

きた L. biflorum が複数系統からなる多系統群と

なった。先島諸島の海岸域に分布する「シマソナ

レムグラ」と呼ばれるものがその一群に相当する

が、 L. biflorum のタイプ標本との比較の結果、L. 
biflorum とは別の分類群として認識すべきである

と考えられた。
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島嶼多様性生物学部門

　保全生物学分野（西原研究施設） 

【研究概要】

　沖縄県は湿潤亜熱帯の独特な生態系を有してい

るが、陸域、海域の重要な生態系が様々な人間活

動によって荒廃しつつある。陸域では、外来生物

の侵入が荒廃の一つの要因となっている。外来生

物の問題は、これまでも注目されて研究もされて

きたが、実際の現場での対応は不十分と言わざる

をえない。特に植物への対応は不十分である。西

表島西部の県道沿いと祖納海岸で外来植物駆除、

在来植物植栽の研究を進めている。祖納海岸では

原風景の回復をも目的としている。

【トピックス】

⑴　道路沿いの外来雑草の駆除

　道路沿いでは刈り払い機による除草が定期的に

行われているが、この方法では雑草の地下部が残

り、根本的な解決にならない。見通しの悪さとい

う観点から対処しなければならない所は、法面よ

りもむしろ縁石沿いの溝の場合が多い。溝では雑

草がベルト状に長く繁茂した状態がいたる所に

見うけられる。溝に生える雑草はイネ科植物が主

で、外来種のムラサキヒゲシバ、ギニアグラス（牧

草）が多い。   
　芝類がアスファルト等の溝を被い、他の植物の

侵入が無い状態がしばしば見られる。この状態に

ヒントを得て、縁石沿いの溝に生えた雑草を取り

除き、コウシュンシバを植える実験を進めてい

る。コウシュンシバは沖縄の各島で海岸の崖など

に生える自生植物である。この種の植栽は、アス

ファルト等の劣化が進んでも劣化分は生長で補え

るという利点を持つ。固化する物を除草後の溝に

充填するという工法があるが、この工法では後日

の劣化後に雑草繁茂が再発する。当研究の延長線

上で、道路敷設時にコウシュンシバをアスファル

ト等の縁に予め植える工法も提案できそうであ

る。

　縁石沿い以外でも、道路法面と植栽桝でも雑草

繁茂に対処しなければならない。法面と植栽桝に

は前記のイネ科外来雑草の他に、アメリカセンダ

ングサ、アメリカハマグルマ、木本性のギンネム、

ランタナ（いずれも外来種）が繁茂している。こ

の様な場所では在来海浜植物のクロイワザサの植

栽を考えている。春から秋に旺盛に生長し、地被

が早く得られるためである。草丈は日向で５ cm
程、半日陰で20cmであり、草刈りがほとんど不要

であり、活着後に必要に応じて海水散布をするこ

とで除草が可能となる。生長に土壌を選ばない

が、アルカリ性の土場を好む。水分を十分に含む

土壌で育苗すると、移植で枯れることは無い。

 

⑵　海岸の原風景回復

　亜熱帯の自然環境を楽しむために多くの観光

客が西表島を訪れるが、その目的の一つは美しい

海辺で時を過ごすことにある。この目的に反し

て、海岸では漂着ゴミが散乱し、アメリカハマグ

ルマ、センダングサ、外来木本のモクマオウ、ギ

ンネム等が繁茂して景観を損ねている。これらの

植物の繁茂は漂着ゴミの回収を難しくし、不法投

棄の温床にもなっている。当研究の目的は外来木

本・草本を駆除し、木陰をつくる在来木本のモン

パノキ、クロヨナ等の下で芝状に生育するクロイ

ワザサを植えて、原風景を回復するための基礎的

な実験である。クロイワザサによって地面が完全

県道沿いでのギンネム駆除

祖納海岸でのクロイワザサ植栽
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に被われると他の植物がほとんど生えず管理が容

易になる（植被によって光が届き難くなり、他の

植物の発芽が抑制される）。クロイワザサは海浜

植物であるため、塩害を受けることが無く、夏の

干ばつに対しても耐性がある。まず外来草本・木

本を取り除き、整地をして、クロイワザサを植え

ているが、ポット苗（９ cm）を植栽時期、植栽密

度を変えて植えている。春に30㎝間隔に植えた苗

が２か月程で完全植被に至ることが分かってき

た。初期の植栽苗が密に植えられないと、苗間か

ら雑草等が繁茂するが、この効率的な駆除方法も

調べている。一方、一部の植栽地では、在来の海

浜植物を残す様にしており、クロイワザサ植栽地

とクロイワザサ以外のジシバリ、ツルナ等の在来

海浜植物の植栽地両者の適度の維持方法を今後の

課題にもしている。クロイワザサ植栽の成果は、

沖縄県の他の海岸の多くにも適用できると考えて

おり、このための広報活動も始めている。

 
　研究に関連した映像は西表庵植物園でインター

ネット公開している。

http://iriomote.image.coocan.jp/

　島嶼多様性生物学部門

　遺伝子機能解析学分野 
　（分子生命科学研究施設） 

【研究概要】

　内部共生はわれわれ人類を含む動物や植物に多

様性を生み出す原動力の一つである。熱帯・亜熱

帯実に生息するさまざまな昆虫種が共生微生物

（細菌、真菌、原生動物）を腸内や細胞内に保持す

ることで特殊な餌資源に適応するとともに、成長

や繁殖に必要な栄養分を獲得している。種によっ

ては微生物を親から子へ伝達したり、体内に共生

専用の細胞や器官を発達させたりという例も少な

くない。当分野では、昆虫類が獲得した共生系の

代謝機能、感染動態、発生、免疫制御、ゲノム進化

などについて主にゴキブリ目（特にシロアリ、キ

ゴキブリ類）とカメムシ目（ナガカメムシ、セミ

類）を対象にして研究を進めている。これらの分

類群は、腸内共生と細胞内共生という異なる共生

系を複数回進化させてきたことがわかっており、

内部共生のダイナミクスを理解するには最適なモ

デルである。これらの昆虫類を用いて、共生微生

物の置き換わりや細胞内共生の維持機構といった

未解決の課題にあらゆる手法を駆使して取り組ん

でいる。

【トピックス】

⑴　タカサゴシロアリの後腸内木材消化共生系の

解析

　系統的に下等なシロアリ類の消化管内では、共

生原生生物が木質分解に主要な働きを示すことが

知られている。他方、高等シロアリでは腸内に分

布する共生バクテリアが木質分解に関与すること

が示唆されており、木質分解に関わる酵素はメタ

ゲノム解析によって断片的に明らかになってい

る。しかし、多様な腸内共生バクテリアの中から、

本質的に木材消化に関わる種と酵素はまだ明らか

にされていない。私たちはこれまでにタカサゴシ

ロアリの後腸内において木片に付着したバクテリ

アを単離し、それらの表面抗原に対するモノクロ

ーナル抗体の作製を行った。本年度はそれらのモ

ノクローナル抗体が認識する表面抗原の同定を試

みた。タカサゴシロアリの後腸内には極めて多様

なタンパク質が存在しているため、モノクローナ

ル抗体を用いた免疫沈降によるタンパク質の精製

やウェスタンブロットを行い、これらによって認

識されるバンドのスクリーニングを試みた。しか
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し、ほとんどの場合、精製されるタンパク質や認

識されるバンドはごく微量であり、解析に十分な

量を確保することが困難であった。一部について

は、タンパク質のN末端アミノ酸配列分析を試み

たが、N末端のブロックや複数配列の混在等によ

り、モノクローナル抗体が認識するタンパク質の

同定には至らなかった。そこで、昨年度同定され

た、タカサゴシロアリ後腸内で高発現しているキ

シラナーゼを大腸菌で発現させ、その組換えタン

パク質を用いてモノクローナル抗体のスクリーニ

ングをドットブロットおよびウェスタンブロット

により実施した。その結果、１つの抗体がこのキ

シラナーゼと交差活性を示すことが明らかとなっ

た。この結果から、この抗体がタカサゴシロアリ

後腸内で高発現するキシラナーゼの分布と由来を

解析する上で、非常に有用なものとなりうると考

えられた。

⑵　シロアリセルラーゼ遺伝子の多様性解析

　近年、一部の下等シロアリ（Cryptotermes secundus お
よび Zootermopsis nevadensis）や高等シロアリ

（Macrotermes natalensis）で相次いでゲノム配

列が報告され、シロアリゲノムの詳細が明らか

になりつつある。当研究室ではヤマトシロアリ

（Reticulitermes speratus）ゲノム解析プロジェクト

に参画し、セルロース消化に関与する遺伝子情報

とそこから推定される代謝系について予備的解析

を実施した。

　本研究によりシロアリゲノム中にはセルラーゼ

遺伝子が４個あることが明らかになった。このう

ち２つは発現レベルのデータや触媒領域のアミノ

酸配列から消化酵素である可能性が考えられた

が、ひとつは触媒領域のアミノ酸が置換されてい

ることに加え、頭部で強い発現が認められたこと

から、セルラーゼではなく補助的な役割を担う可

能性が推定された。残る一つについては、虫体全

体で弱く発現していた。このことは、セルラーゼ

遺伝子が進化の過程で新たな機能を獲得している

可能性を強く示唆している。最近報告されたナナ

フシでヘミセルロース分解ができるように機能分

化したセルラーゼと併せて系統解析したところ、

類似の系統進化はシロアリでは認められず、同様

な基質特異性の変化がシロアリで起きているとい

う証拠は得られなかった。

　また、β－グルコシダーゼについてもヤマトシ

ロアリには16個のホモログがあり、消化酵素のほ

かに社会性コミュニケーションに関与するものな

どが存在していると考えられた。しかし、多くの

ホモログについてはこれまで機能を明らかにでき

ておらず、これらのセルロース消化への関与につ

いては、今後さらに研究が必要であると考えられ

た。

⑶　ナガカメムシ類における細胞内共生の進化・

発生・維持機構に関する研究

　植物の種子や樹液を主食とするカメムシ類の多

くは中腸に発達する袋状器官に共生細菌を維持す

る腸内共生系を進化させており、共生細菌は昆虫

にとってしばしば生存に必須な役割を有してい

る。しかし、一部のナガカメムシ類は腸内共生系

を失い、代わりに「菌細胞」という特殊な共生専

用の細胞と細胞内共生細菌を獲得した。これまで

の研究により、ナガカメムシ類の菌細胞内に共生

する細菌は腸内共生細菌とは明らかに異なる系統

群の細菌類から独立に進化してきたことがわかっ

ている。これら２つの異なる共生系の進化的な遷

移は、果たしていかなる宿主—微生物の相互作用

の末に生じたのか？また、宿主の共生器官の発生

とそれを制御する遺伝子は細胞内共生の獲得とど

のようにリンクしているのか？これらの疑問は、

複雑な免疫系を有する高等動物において共生系の

制御がどのように進化してきたかを理解する上で

も興味深い課題である。本研究では、主にヒメナ

ガカメムシを対象に、宿主と共生細菌の両側から

機能、ゲノム、遺伝子解析、細胞動態などの研究

を進めている。

　ヒメナガカメムシが有する菌細胞は、昆虫の自

然免疫系が体腔中に侵入してくる病原微生物を攻

撃するのとは対照的に、その細胞内に共生微生物

を積極的に維持するという、いわば「微生物保護

区」のような役割を果たす。この特殊な細胞の形

成、そして共生微生物の取り込みや維持を制御す

る分子機構を解明するため、これまでにヒメナガ

カメムシの胚の Ubx-RNAiによる菌細胞形成に関

わる遺伝子の発現解析を行った。本年度はそこか

ら得られた候補遺伝子について効率よく調査する

ために、新規な RNAi 法の検討を実施した。

　またヒメナガカメムシに近縁で解剖学的に異な

る部位に菌細胞を発達させるヨーロッパ産のナガ

カメムシ類５種について、詳細な分子系統解析を
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実施したところ、それぞれが独立に進化してきた

ことが示唆され、前年度の発生経路の比較結果を

支持することがわかった。また、産業技術総合研

究所北海道センターとの共同研究では、腸内共生

系を有するヒョウタンナガカメムシ科について腸

内共生細菌の解析を進め、より多数の種について

共焦点レーザー顕微鏡と透過電顕により感染局在

を観察し、環境中から獲得した Burkholderia 属の

細菌が中腸の共生部位において細胞内共生してい

ることを確認した。さらに、これらの中腸細胞内

共生に関わる宿主の遺伝基盤についてもRNA-seq
による網羅的遺伝子発現解析を開始した。

⑷　セミ類における冬虫夏草から共生菌への進化

に関する研究

　カメムシ目昆虫類の多くは、共生微生物を体内

に保持することで必須栄養素の合成能や寄主植物

の利用能などの新規機能を獲得し、地球上で繁栄

してきた。日本の夏の風物詩であり沖縄などの亜

熱帯地域で多様なセミ類もその例外ではない。セ

ミ類は生活史の大半を地中で過ごし植物の導管液

のみを摂取して成長する。導管液は師管液に比べ

て糖、アミノ酸類が極端に少なく、成長に必要な

栄養素を得るうえで共生微生物の役割はとりわけ

重要だと考えられている。セミ類の多くは必須ア

ミノ酸を供給する共生細菌 Sulcia と Hodgkinia を

菌細胞に保有することが知られていた。ところ

がアメリカの周期ゼミでは Hodgkinia のゲノムが

同じ宿主種内で複数の環状ゲノムに完全に分化

して、機能的にヘテロなゲノム集団を構成する

という驚くべき状況が報告された。さらに、本研

究では日本全国のセミ類24種について共生器官

と卵巣を対象に共生微生物の調査を実施したと

ころ、全24種から共生細菌 Sulcia を保持し、一方

で Hodgkinia は９種から失われていた。驚くべき

ことに、これらのセミには代わりに酵母様の形態

を示す真菌が共生していることが判明した。本年

度は18S rDNA 以外に４種の遺伝子配列を加えて

さらに詳細な系統解析を実施したところ、これら

の共生真菌はセミ類の寄生菌である冬虫夏草から

何度も繰り返し進化してきたことが示唆された。

また、沖縄を含む各地のセミ類から共生真菌の単

離培養を試み、各地から新規単離菌株をえた。ま

た共同研究者や収集家と協力して寄生菌の単離培

養も並行してすすめ、研究試料の充実を図った。

一方で、サトウキビを用いたイワサキクサゼミの

飼育環境構築にも取り組んだが、短期的な維持は

可能だが、室内実験に用いるに十分な個体数を維

持するにはさらに条件検討が必要であることがわ

かった。

　アメリカのモンタナ大学との共同研究では、ツ

クツクボウシから単離培養した共生真菌の全ゲノ

ム配列の解析を進め、7013個のタンパク質コーデ

ィング遺伝子配列を用いて真菌のゲノム系統解析

を行い、また病原性遺伝子の探索を実施したとこ

ろ、同じボタンタケ目の近縁な寄生菌 Cordyceps 
millitaris や Metarhizium anisoplia などと共通する

多くの遺伝子が保存されていることが判明した。

さらに詳細な解析を進めるため、共生菌により近

縁なセミタケ類のゲノム解析に着手し、高分子で

質の高いゲノム DNA の調整方法を検討した。翌

年度以降に、PacBio シーケンサーによる解析を実

施し、共生菌との比較ゲノム解析を通して、寄生

菌と相利共生菌との相違点を明らかにしていく予

定である。
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　感染生物学部門

　感染免疫制御学分野 
　（分子生命科学研究施設） 

【研究概要】

　感染免疫制御学分野では、食中毒菌として知ら

れている腸管出血性大腸菌（EHEC O157:H7等）に

対するリコンビナントワクチンならびに治療用モ

ノクロナル抗体を開発している。

【トピックス】

⑴　志賀毒素に対するリコンビナントワクチンお

よび治療用モノクロナル抗体の開発

　EHEC が産生する志賀毒素（Stx）には１型と２

型が存在し、これらは血清学的交叉反応性を示さ

ないことから、これら２種類の毒素を同時に中和

できるワクチンの開発が望まれている。特に、Stx
を含むAB５型毒素のB鎖５量体は、毒素中和に重

要な標的分子である。

　まず我々は、Stx1およびStx2のB鎖５量体（Stx1B
およびStx2B）を大腸菌発現させ、その精製タン

パク質をマウスへ投与し、その後、各々の致死量

の毒素で攻撃した。その結果、Stx1B免疫マウス

は、Stx1毒素攻撃後でも100％生存したが、Stx2B
免疫マウスでは、Stx2毒素攻撃後の生存率が０％

であった。この１型ワクチンと２型ワクチンの顕

著な違いは、Stx2B５量体が分子構造上極めて不

安定であることが原因であった。そこで我々は、

以前コレラ毒素B鎖（CTB）をモデル抗原として

確立したエンテロトキシンB鎖安定化法（“Five-to-
five technology”）をStx2Bの５量体分子安定化へ応

用した。すなわち、CTBやStxBと同じく５量体を

形成するコイルドコイル分子（cartilage oligomeric 
matrix protein: COMP）をStx2Bの“結束分子”とし

て利用するため、まず、COMP をStx2BのC末端側

に融合させた分子（Stx2B-COMP）を構築した。こ

の融合によりStx2B５量体の安定性は格段向上し、

その結果、Stx2B-COMP は、Stx2B単体と比べ、そ

のワクチン効果は顕著に上昇した（図１）。

　次に、COMP の融合位置（C末端側またはN末端

側）がB鎖５量体の分子安定性にどう影響するか

検証するため、新たに COMP-Stx2Bを構築した。

その結果、Stx2B-COMP の生存率が90％であった

のに対し、COMP-Stx2B の生存率は50％に留まっ

た（図１）。これは、B鎖５量体を分子のどの側面

から結束するかが分子安定化を図るうえで極めて

重要であることを示唆している。

 

　さらに、この分子安定化の現象と毒素受容体

との親和性の関係性を明らかにするため、これ

ら３種類の抗原の Gb3受容体に対する親和性

を Gb3-ELISA 法で解析した。Gb3は Stx1B およ

び Stx2B の受容体であり、理論上、５量体の安定

性が高いほど Gb3に対する親和性が高くなる。Gb
３ -ELISA 解析の結果、COMP-Stx2Bの Kd 値は、

Stx2B-COMP および Stx2B と比較して高値を示

し、Gb3に対する親和性が低いことが分かった（図

２）。このGb3親和性の違いが、COMP-Stx2Bのワ

クチン効果がStx2B-COMPのワクチン効果より低

い原因であることが示唆された。ただし、Stx2Bよ
り COMP-Stx2B の方が高いワクチン効果を示し

たことは（図１）、Gb3親和性と分子安定性が必ず

しも正の相関性をもつものでないことを示してい

る。しかし、この逆転の現象は、COMP-Stx2B 融

合分子では、そのB鎖５量体のGb3への結合面

が COMP によって一部覆われているため、Gb3親
和性が Stx2B-COMP > COMP-Stx2B になったのだ

と推察される。

　なお、Stx1Bについても COMP 融合分子（Stx1B-
COMP および COMP-Stx1B）を構築した。その結

果、両 COMP 融合分子とも Stx1毒素攻撃後のマ

ウス生存率は100％となり、Stx1B 単体との抗毒素

ワクチン効果に差は認められなかった。しかし、

Gb3に対する親和性は、Stx1B-COMP > Stx1B > 
COMP-Stx1B の順に高く、２型分子群と全く同じ

傾向を示した。

　以上の結果から、⑴１型ワクチンはB鎖のみで

図１．志賀毒素攻撃試験

Stx2B、Stx2B-COMP または COMP-Stx2B で免疫したマウスに

Stx2 志賀毒素を投与し、その生存率を求めた。
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達成できること、⑵２型ワクチンには COMP 等

結束分子が必須であること、そして、⑶結束分子

は、B鎖のC末端側に配置する必要があることが

明らかとなった。以上の研究成果は、志賀毒素に

対するワクチン開発とそれを抗原としたモノクロ

ナル抗体開発に重要な知見を与えるものと期待し

ている。

　感染生物学部門

　分子感染防御学分野 
　（分子生命科学研究施設） 

【研究概要】

　結核は熱帯・亜熱帯地域に蔓延する感染症で

あり、世界的規模でも重大な健康問題となってい

る。分子感染防御学分野は、この結核の制御と撲

滅を目指して研究を進めている。

　結核菌は免疫担当細胞の一つであるマクロファ

ージに感染する病原体であり、その排除にはマク

ロファージの活性化と殺菌作用の増強が重要であ

る。しかし、結核菌が有する複数の病原因子がそ

の活性化を抑制するため、感染マクロファージの

活性化が結核菌の排除に必ずしも十分ではない状

態が生じうる。そこで、結核菌による感染マクロ

ファージ活性化の抑制機構を解明するとともに、

人為的にマクロファージ活性化を増強する方法の

開発を目指して、研究に取り組んでいる。

　肺結核に対する防御免疫では結核菌抗原特異的

インターフェロン （IFN）-г産生Ｔ細胞（Th１細

胞）が重要な役割を果たすが、同時にインインタ

ーロイキン（IL）-１やIL-17Aのような炎症性サイ

トカインも不可欠である。この炎症性サイトカイ

ン産生を抑制する結核菌病原因子群の作用機序と

それにより抑制される炎症性サイトカインの役割

に焦点をあてて研究を進めている。

【トピックス】

⑴　肺結核に対するワクチンプロトタイプの開発

に向けた基盤的研究

　感染初期の病原体認識ならびにそれにより誘

導される好中球や単球の浸潤をはじめとする自

然免疫応答が、感染初期の菌の制御のみでなく、

その後に引き続く獲得免疫応答に重要な役割を

担う。炎症性サイトカインIL-1βは前駆体として

産生され、炎症性カスパーゼ活性化タンパク質複

合体であるインフラマソームで活性化されたカ

スパーゼ-1により切断されて成熟型となる。結核

菌群の病原性細菌が分泌エフェクター分子の一

つ、Zinc metalloprotease 1（Zmp1）が成熟 IL-1βの

産生を抑制することが知られている（図１）。本研

究では、Zmp1遺伝子を欠損させた Mycobacterium 
bovis BCGワクチン株（ΔZmp1-BCG）を用いて、

in vitro、in vivo 感染系におけるIL-1β産生能、感

染肺への白血球誘導能、ならびに獲得免疫応答へ

の影響を検討した。

図２．Gb3 に対する親和性の測定

Gb3 を ELISA プレートにコーティングした後、Stx2B、Stx2B-
COMP および COMP-Stx2B を添加し、Gb3 に結合した各々の

タンパク質量を測定した。Kd 値はシグモイド曲線の上限と下

限間の中間値を示すタンパク質濃度とした。
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　ΔZmp１ -BCG を肺感染させると、野生型 BCG
を感染させた場合に比べて活性型IL-1βの産生が

増強することが感染肺においても初めて確認され

た。しかし、それにより惹起される好中球浸潤誘

導は低かったことから、好中球の遊走に拮抗する

何らかの因子もZmp1欠損により誘導される可能

性が示唆された。また、感染早期にT細胞による

IFN-γとIL-17Aの産生が高い傾向にあり、特に特

殊なT細胞亜集団であるT細胞レセプターγδT細
胞によるIL-17A産生の有意な増加が認められた。

以上の結果から、Zmp1欠損によりBCGによる免

疫応答誘導が増強されることが判明し、Zmp1が
結核治療における標的の一つと考えられた。

⑵　結核菌による宿主免疫の修飾メカニズム

　前述したように、Zmp1はマクロファージによ

る成熟IL-1βの産生を阻害することが知られて

いるが、その具体的な作用機序は不明である。そ

こで、Zmp1の作用機序を分子レベルで解明する

ため酵母ツーハイブリッドスクリーニングを行

い、Zmp1と結合する３種類の宿主タンパク質を

同定し、このうちの一つをEssential Regulator of 
Inflammation in Macrophages （ERIM）と名付けた。 
CRISPR/Cas９法を用いてERIM遺伝子を欠損した

マウスマクロファージ細胞株を樹立し、その機能

解析を行った結果、ERIMはマクロファージから

のIL-1βの産生に必須の分子であることが明らか

となった。さらに詳しく検証したところ、ERIMは

IL-1β遺伝子の発現誘導には関与していないが、

IL-1βタンパク質の成熟化に必須であることがわ

かった。以上のことから、結核菌のZmp1は宿主

ERIMに干渉してマクロファージからのIL-1βの

産生を阻害していると考えられる。今後、Zmp1の
ERIMに対する作用機序を詳細に明らかにすると

ともに、Zmp1によるERIMの機能干渉を解除する

方法を開発し、それが自然免疫レベルでの結核菌

の排除に有効かどうかを検証する。

　図１． 結核菌感染マクロファージにおける

　　　　Zmp1のIL-1β制御
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　応用生命情報学部門

　遺伝資源応用学分野 
　（分子生命科学研究施設） 

【研究概要】

　沖縄県が存在する南西諸島地域では一年を通し

て太陽光線が強く、海洋性気候の影響を受けてい

る。このような環境下においては、物理学的（熱，

紫外線，強風など）、化学的（塩害や降雨による土

壌成分の変動など）、生物学的（病害虫や生存競争

など）ストレスが大きいことが知られている。沖

縄に自生する植物にはこれらに対応する高いスト

レス応答性が備わっており、様々な生体防御分子

により環境に適応している。またこれらの分子の

なかには、それを摂取した動物体内において生体

機能調節物質として機能するものも多い。当分野

ではこれらの生体防御機構に関連する代謝経路や

遺伝子産物に注目し、その解明や産業への応用を

目指した研究を進めている。

【トピックス】

⑴　亜熱帯植物由来の環境ストレス耐性に関する

有用遺伝子群の発掘

　汽水域に生育し、高い耐塩性をもつマングロー

ブから有用遺伝子群の発掘を行っている。 マン

グローブ植物では、細胞膜構造に影響を与えると

考えられるトリテルペノイド合成遺伝子などの遺

伝子群の発現が塩ストレス環境下で増大してい

た。これらの結果は植物の耐塩性における細胞膜

脂質バリアの重要性を示すものと考えられた。ま

た、耐暑性に関与するイソプレン放出の光や温度

に対する応答特性の解析により、亜熱帯植物と温

帯植物では温度に対する応答性に顕著な差がある

ことを明らかにしてきた。今年度はこの研究をさ

らに進展させ、イソプレン合成酵素の遺伝子クロ

ーニングと発現タンパク質の酵素学的性質の解析

をおこない、イソプレン合成酵素と基質との親和

性がイソプレン放出の温度応答性の重要な因子で

あること、及び熱帯樹木のイソプレン合成酵素に

は温帯樹木とは系統進化が異なるものがあること

を明らかにした。

 ⑵　アマミシマアザミ（Cirsium brevicaule A. Gray）
の脂質合成阻害作用

　鹿児島県奄美地方に生育する薬草であるアマミ

シマアザミの機能性を検証し、奄美シマアザミに

は脂肪合成を阻害する作用があることを初めてあ

きらかにした。次いで、この原因成分を単離し、

化学構造をモノガラクトシルジアシルグリセロー

ル（MGDG）であると決定した。MGDG は脂肪酸

合成遺伝子の転写調節因子である LXRE の機能

の抑制により脂肪酸合成酵素の発現を抑制し、脂

肪合成を阻害していることも明らかにした。さら

に、MGDG は、脂肪合成の阻害により、脂肪合成

が特に亢進する乳がん細胞の増殖を抑制すること

も示した。これらの有益な効果以外に奄美シマア

ザミはポリフェノール濃度が格段に高いことやα

リノレイン酸やミネラル成分を豊富に含むことを

明らかにした。これらの成果を受けて奄美シマア

ザミを資源植物として活用するためのベンチャー

企業が設立された。

⑶　植物アルカロイド Nitidine （NTD）の抗腫瘍

活性に関する研究

　植物アルカロイドのニチジンは、ヒト肺腺がん

に対する特異性が極めて高く、その特異性には細

胞膜上のトランスポーターとミトコンドリア機能

が関与していることが知られている。本研究では

さらに、薬剤耐性トランスポーターとして知られ

る ABC トランスポーター C2、G2を過剰発現した

がん細胞に対しても、NTD の細胞毒性は変化し

ないことを明らかにした。この結果は、NTD は従

来型の薬剤とはその排出特性が異なっており、す

でに耐性を獲得したがん細胞に対しても有効であ

る可能性が示唆された。

⑷　沖縄県北部域に自生するシビランの抗肥満作用

　沖縄県北部域において広く自生しているシビラ

ンはホウレンソウ属の植物として知られており、

同地域では日常的に食用とされている植物であ

る。これまでにシビラン茎部のエタノール抽出物

において、免疫機能調節作用を見出している。今

年度の研究においては、マウス3T3細胞を用いた

抗肥満作用についても検討した。実験の結果、シ

ビラン茎部抽出物には高い抗肥満作用があること

を認めた。また沖縄県工業技術センターとの共同

研究において、「琉レンソウ」の商標登録を行い、

夏場の葉野菜に乏しい沖縄県において新たなブラ

ンドとしての事業展開に貢献した。
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　応用生命情報学部門

　環境生命情報学分野 
　（分子生命科学研究施設） 

【研究概要】

　近年の塩基配列解読技術の革新により、生物の

全ゲノム情報や遺伝子発現を網羅的かつ迅速に解

析することが可能となっている。こうして得られ

た膨大かつ、多様な生命情報を収集、解析するこ

とにより、生物の代謝や機能、複雑な生物複合体

の構成や、その中の生物間相互作用に至るまで、

生物の生き様を多角的に理解することが可能とな

ってきた。環境生命情報学分野では、このような

膨大な生命情報を活用して、熱帯・亜熱帯生物圏

に特徴的な生物を対象とした、生理や生態、生物

間相互作用の理解とそれらを活用した応用研究を

志向した教育・研究を推進している。

　具体的な研究課題としては、沖縄近海に生息す

るサンゴや海綿等の海棲生物と共存する共生微生

物を先端シーケンサーにより網羅的に解析するこ

とで、これまでほとんど明らかにされてこなかっ

た、海棲生物と微生物との関係性や相互作用、宿

主生物への寄与等を明らかにすることで、サンゴ

の保全や、有用化合物を生産することが知られて

いる海綿等の海棲生物の応用研究に貢献すること

ができると期待される。その他の研究課題として

は、複数の原核細胞（バクテリアならびにアーキ

ア）を細胞内に共生させている原生動物株をモデ

ルとして細胞内共生機構の解明にも取り組んでい

る。

　環境生命情報学分野では、これらの具体的研究

課題に加えて、学内における先端シーケンサーの

活用とインフォマティクス支援を目的とした大学

機能強化プロジェクト「亜熱帯島嶼の時空間ゲノ

ミクス」にも参画し、琉球大学におけるゲノム研

究の高度化にも貢献している。

【トピックス】

⑴　有用化合物を生産する海棲生物に関する研究

　沖縄近海に生息する海綿等の海棲生物からは、

これまでに数多くの生理活性物質の生産が報告

されている。これらは創薬シーズとして大きな可

能性を持っているにも関わらす、その生産メカニ

ズムが明らかにされておらず、応用学的な研究展

開が遅れている。近年の研究により、これらの生

理活性物質の生産には、海綿に付随している共生

微生物が関わっていることが示唆されており、学

術・応用の両面からこの興味深い共生系の解明が

期待されている。本研究では、生理活性物質の生

産が知られている複数の海綿種について、共生微

生物相の網羅的な解析を進めているが、これと並

行して、分離培養が困難な共生微生物をゲノムレ

ベルでより詳細に解析する技術開発にも取り組ん

でいる。具体的には、セルソーターを活用して特

定の系統群の微生物（バクテリア）を特異的に染

色して分取して（図１）、それらのゲノム情報を解

析することにより、生理活性物質の生合成遺伝子

を特定して応用することを目指している。

 
⑵　沖縄近海のサンゴに棲息する微生物群に関す

る研究

　サンゴには多様な細菌が棲息し、サンゴ周辺の

海水中の菌種組成とは全く異なる「サンゴ共在細

菌叢」を形成することが知られている。その一方、

サンゴ共在細菌叢の形成・維持の機構と機能はほ

とんど不明である。これらの解明は、サンゴとサ

ンゴに棲む様々な微生物から成る「ホロビオント」

（共生体の総体）の深い理解と、サンゴ共在細菌叢

のサンゴ礁健全度の指標としての有用性の評価に

つながる。そこで、サンゴ共在細菌叢の形成・維

持機構の解明を目的として、環境の特徴が異なる

複数地点の同種サンゴ（ウスエダミドリイシ）の

共在細菌叢を、2014年11月から2017年８月まで、

ほぼ毎月の頻度で解析してきた。

　サンゴ共在細菌叢には、地点毎および群体毎に

明確な傾向があることが明らかとなった。このこ

とは、サンゴ共在細菌叢が地点により異なる環境

因子依存的に、かつ群体特有の原因依存的に形

成・維持されていることを示唆する。2016年夏に

は、サンゴに細胞内共生する褐虫藻の密度が低下

することでサンゴが白く見える「白化現象」が沖

図１． 海綿より検出された放線菌共生体（右図：黄色枠内、

　　　　左図：コントロール）
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縄島周辺海域で広く観察された。我々の追跡して

いるウスエダミドリイシの群体では、その全てに

おいて、８月に褐虫藻密度がいったん低下し、９

月以降回復した。この過程における共在細菌叢の

変化は、平常時の地点毎および群体毎の変化の範

囲を逸脱せず、サンゴ共在細菌叢は回復可能な程

度の白化に対しては頑健であることが示唆され

た。

⑶　下水処理プロセスより分離された新規原生動

物 GW7 株に関する研究

　人社会の重要なインフラである下水処理プロ

セスでは、下水の浄化に原生動物（原虫）が大き

く関わっている。しかしながら、原虫は培養が困

難であるために、その生理・生態といった基本的

な情報が明らかにされていない。本研究室では、

沖縄県内の浄化センターより原虫の培養を試み、

10–20μm程度の大きさの小型原虫、GW7株の培

養に成功した。顕微鏡下における形態学的観察お

よび18S rRNA遺伝子の分子系統解析の結果、今回

得られたGW7株は嫌気性繊毛虫であるシクリデ

ィウム・ポルカタム（Cyclidium porcatum）と近縁

であることが示されたが、シクリディウム原虫は

単系統群ではないため、その帰属はまだ明確では

ない。シクリディウム・ポルカタムに関しては、

1990年代にイギリスの研究者が、メタン生成アー

キアならびに機能未知のバクテリアをその細胞

内に共生させていることを報告しているが、それ

ら共生微生物の系統学的知見は不明である。そこ

でまず、今回得られたGW7株にもメタン生成アー

キアならびにバクテリアが共生しているか検証

した。GW7株の蛍光顕微鏡観察を行ったところ、

原虫細胞内においてメタン生成アーキア特有の

F420蛍光シグナルを検出したことから、GW7株が

何らかのメタン生成アーキアを細胞内共生させて

いることが明らかとなった。また、共生バクテリ

アに関して16S rRNA遺伝子のクローン解析を行

った結果、β-プロテオバクテリアに属するバク

テリアが検出され、これがGW7株の共生バクテリ

アである可能性が示唆された。今後はマイクロマ

ニピュレータを用いてシクリディウム原虫のクロ

ーン化を行い、クローン培養株における共生メタ

ン生成アーキアおよび共生バクテリアの系統学的

位置やシクリディウム原虫細胞内での局在を詳細

に検証する予定である。

 

図２：共在細菌叢を追跡中のウスエダミドリイシ群体

図３：培養化に成功した新規原生動物GW7株（A）と細胞内の

　　　共生メタン生成菌（B）ならびにその生育曲線
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　陸海フィールド生態学分野 

【研究概要】

　陸海フィールド生態学分野では、島嶼の陸海域

生態系における様々な生物分類群を横断した生物

多様性の起源と維持に関するマクロ生態学的メカ

ニズムの解明、およびその応用として保全生物地

理学を推進している。本分野では、広域スケール

の野外調査で収集した大規模データと独自に構築

した生物多様性ビッグデータを統合し、様々な統

計手法（階層ベイズモデル、エントロピー最大化

法、最適化分析）やシミュレーションに基づいた

研究アプローチを採用している。昨年度は、東ア

ジア島嶼域（日本列島・琉球諸島・台湾）の山岳

における植物群集の多様性の標高勾配パターンに

関する野外調査、全球スケールの木本種およびイ

シサンゴ類の多様性推定、化石記録を用いた生物

多様性の超長期動態、システム化保全計画の概念

と手法に関する分析を行った。また、国内学会に

おいて生物多様性保全に関する企画集会を開催

し、研究成果の社会還元を行った。

【トピックス】

⑴　東アジア島嶼域の植生パターンの多様性の形

成メカニズム

　日本列島、琉球諸島、台湾を含む島嶼は、東ア

ジア大陸をソースとし、歴史的な気候変動を通し

て形成された生物群集である。このプロジェクト

では、東アジア島嶼の植物群集をモデルシステム

として、生物群集の歴史的多様化プロセスを解明

しようとしている。具体的には、日本と台湾にお

いて、緯度・標高勾配で大規模な植物群集のサン

プリング調査を行った。このデータを群集集合の

帰無モデルなどを用いて分析し、植物種組成の広

域的な環境勾配に対する応答関係を明らかにし、

群集形成のメカニズムを理解しようとしている

（久保田：台湾大学との共同研究）。

⑵　全球スケールの陸海域の生物群集の多様性推

定

　ある空間における生物多様性（種数）を把握す

ることは、進化生態学や保全生物学における基本

的な課題である。しかし、実際に野外で収集され

た生物種の分布記録は空間的バイアスがあり、真

の生物多様性を定量することは、生物学者が予想

している以上の難題である。このプロジェクトで

は、台湾清華大学の生物統計学研究者と共同し

て、陸域の木本種と海域のイシサンゴ類の種数の

空間的パターンを全球スケールで分析した（久保

田：台湾清華大学との共同研究）。

⑶　古生物学的化石情報を用いた生物多様性の長

期動態

　マクロ生態学的な生物多様性パターンとして、

多様性の緯度勾配が知られている。様々な生物分

類群において、低緯度で生物多様性が高く、高緯

度になるほど生物多様性が減衰することが報告さ

れている。一方、生物多様性の緯度勾配の形成メ

カニズムには数多くの仮説が提唱されているが

未だ結論がなく、進化生態学的な議論が続いてい

る。このプロジェクトでは、東アジア島嶼の被子

植物樹木について新生代の化石記録を網羅的に収

集して、地質年代に伴う樹木属の多様性パターン

を再現し、超長期の多様性の変動パターンを分析

した。この結果から、陸域の生物多様性の緯度勾

配は、気候変動に伴ってダイナミックに変化する

ことが明らかとなり、現生で観察される生物多様

性の緯度勾配は気候の寒冷化に伴って顕在化する

ことが予測された。これらの結果は、現在進行し

つつある地球温暖化に対する生物多様性の応答を

理解する上で重要な示唆を与えると考えられた。

（久保田：香港大学との共同研究）。

⑷　システム化保全計画法における空間的保全優

先地域の順位付け分析に関する研究

　本プロジェクトでは、生物多様性保全に関する

政策やアクションプランを構築する上で重要な学

術領域となるシステム化保全計画の概念と方法論

を分析し、総説としてまとめた。従来の生物多様

性保全は、経済活動とのトレードオフ関係で、利

害関係者との調整が難航し、生物多様性の損失を

余儀なくされて来た。空間的保全優先地域のスコ

アリングでは、自然科学的データと社会経済的デ

ータを統合的に分析し、社会経済的コストを最小

化しつつ、保全効果を最大化する保護区ネットワ

ークの空間配置を明らかにする。このプロジェク

トで取りまとめた総説では、分析アルゴリズムの

概念や数理的手法を詳細に解説した（久保田：ヘ

ルシンキ大学との共同研究）。
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【平成29年度共同利用・共同研究一覧（共同研究）】

No． 申請者
（所属・職名）

研究課題名 滞在場所 対応教員
共同・
研究会

1
高見　奏興
神戸大学大学院
人間発達環境学研究
科・准教授

琉球列島におけるフタイロカミキリモドキの性的二型の
進化機構

西原研究施設 山平寿智 共同

2
工藤　起来
新潟大学教育学部・
准教授

沖縄本島及び琉球諸島におけるオキナワチビアシナガ
バチの遺伝構造

西原研究施設 山平寿智 共同

3
佐藤　丈寛
金沢大学医薬保険
研究域医学系・助教

次世代シーケンサーを用いた遺跡出土人骨の古代ゲノ
ム解析

西原研究施設 山平寿智 共同

4
菅原　　敬
首都大学東京大学
院理工学研究科・
准教授

ハテルマギリ（アカネ科）の特異な二型花柱性とその
進化・維持機構に関する研究

西原研究施設 高相徳志郎 共同

5
菊池　義智
国立研究開発法人 
産業技術総合研究
所・主任研究員

オオホシカメムシ類の共生細菌感染経路の解明
分子生命科学
研究施設

徳田　岳 共同

6
小川　浩太
自然科学研究機構
基礎生物学研究所・NIBB
リサーチフェロー

ツマベニチョウの越冬戦略から紐解く日長応答性獲得
プロセス

分子生命科学
研究施設　

松浦　優 共同

7
上野　　誠
島根大学生物資源
科学部・教授

沖縄微生物ライブラリーを活用した植物病害防除に関
する研究

分子生命科学
研究施設

新里尚也 共同

8
原　　博満
鹿児島大学大学院
医歯学総合研究科
免疫学分野・教授

熱帯細菌感染症の克服に向けた免疫学的基盤研究
分子生命科学
研究施設

松﨑吾朗
梅村正幸

共同

9
山﨑　　晶
九州大学生体防御
医学研究所・教授

結核菌に対する生体防御応答における新規結核菌受容
体の役割

分子生命科学
研究施設

松﨑吾朗 共同

10
臼井　聖尊
東北大学大学院医
学系研究科
法医学分野・講師

自殺の木 ～法医学における実用的な摂取証明法の確立
～

分子生命科学
研究施設

屋　宏典 共同

11
日下部　誠
静岡大学理学部創
造理学コース・准
教授

カルシウムのイオン輸送に関わる輸送体・チャネルのマッ
ピング

瀬底研究施設 酒井一彦 共同

12
中村　雅子
東海大学海洋学部
水産学科・講師

サンゴ群集維持機構に対する 2016 年大規模白化現象の
影響評価

瀬底研究施設 酒井一彦 共同

13
川幡　穂高
東京大学大気海洋
研究所・教授

サンゴ礁における底棲有孔虫の白化と安定同位体比（δ
13C, δ 15N）に関する研究

瀬底研究施設 藤田和彦 共同

14
東馬　哲雄
東京大学大学院理
学系研究科・助教

アカネ科シマソナレムグラの実態解明と分類学的問題
の解決

西表研究施設 内貴章世 共同

15
三村　徹郎
神戸大学大学院理
学研究科・教授

マングローブ植物や海産種子植物（海草）の Na+ 要求
性の検討

西表研究施設 渡辺　信 共同
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No． 申請者
（所属・職名）

研究課題名 滞在場所 対応教員
共同・
研究会

16
本間　和夫
前橋工科大学工学部
生物工学科・教授

電気計測法によるマングローブ植物根系機能の計測と
環境応答解析

西表研究施設 渡辺　信 共同

17
津田　吉晃
筑波大学生命環境
系 菅原平髙原実験
センター・准教授

汎熱帯海流散布植物の過去の集団の歴史の網羅的推定 西表研究施設 梶田 忠 共同

No． 申　請　者 研究課題名 滞在場所 対応教員
共同・
研究会

18 Sen-Lin Tang
Acamia Sinica

Effect of darkness on Terpios hoshinota and its symbiotic 
cyanobacteria
サンゴを覆い殺すテルピオス海綿および共生シアノバ
クテリアへの光の影響に関する研究

瀬底研究施設 山城秀之 共同

19

Michel Pichon
Museum of tropical 
Queensland，   
Honorary Research 
Associate

Diversity and abundance of the mesophotic scleractinian 
fauna in southern Japan 瀬底研究施設 波利井佐紀 共同

20
David Zeleny
National Taiwan 
University

Taxonomic, phylogenetic and trait-based diversity along 
elevation gradient in Taiwan and Japan: a comparative study 瀬底研究施設 酒井 一彦 共同

21

Joseph Dibattista
Curtin University/Early 
Career Postdoctoral 
Fellow & Australian 
Museum

Auditing marine biodiversity at reefs in Okinawa impacted by 
climate change using eDNA and next-generation sequencing 西表研究施設

James Davis 
Reimer

共同

22
Wee, Alison Kim 
Shan
Guangi University, 
Associate Professor

Adaptive evolution in mangroves 西表研究施設 梶田　忠　共同

【平成29年度共同利用・共同研究一覧（共同研究・海外機関）】

No． 申　請　者 研究課題名 滞在場所 対応教員
共同・
研究会

23
嘉糠　洋陸
東京慈恵会医科大

学衛生動物学研究セ

ンター・センター長

熱帯圏に生息する非温血動物吸血性節足動物の宿主認
識メカニズム

分子生命科学
研究施設

梅村正幸 一般

24
木村　浩之
静岡大学グリーン

科学技術研究所

沖縄本島および宮古島の深部帯水層での微生物メタン
生成機構の解明

分子生命科学
研究施設生命

新里尚也 一般

25
渡辺　明彦
山形大学理学部生

物学科・教授

亜熱帯性環境に適応したオキナワ産両生類の受精機構
改変に関する研究

瀬底研究施設 守田昌哉 一般

【平成29年度共同利用・共同研究一覧（一般研究）】

【拠点形成費による共同利用研究会】

No. 主　催　者 研究会名称 開催場所
開催年月 参加

者数年 月

1
Mori Gustavo Institute 
of Biosciences,  
São Paulo State
 University

Mangrove Conservation Genetics Shenzen, China 2017 7 20
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【拠点形成費による共同利用・共同研究の成果】

１．琉球列島におけるフタイロカミキリモドキの性的二型の進化機構

高見　泰興（神戸大学大学院人間発達環境学研究科・准教授）

　雌雄の繁殖形質の急速な進化は、性的対立や他の性選択のモデルから予測される。そのような形質が性

的対立によって進化した可能性を検証する方法として、個体群間の入れ替え配偶実験がある。性的対立に

よりオスの操作とメスの抵抗との間に拮抗的共進化が生じていれば、ある個体群のメスは自個体群のオス

に抵抗できるよう適応しているが、出会ったことのない他個体群のオスにはうまく抵抗できないため、個

体群内のペアよりも個体群間のペアの方が、メスはオスにより操作されやすいと予測される。フタイロカ

ミキリモドキは、後脚に顕著な性的二型が見られ、オスは肥大した後脚で抵抗するメスを把握し交尾する。

これは、雌雄の交尾頻度をめぐる性的対立により、オス後脚の肥大とメスの抵抗性の拮抗的共進化が生じ

た可能性を示唆する。これまで、オス後脚サイズには個体群間で変異があり、特に奄美大島個体群では発

達の程度が低いことがわかっている。そこで本研究は、奄美大島個体群と、オス後脚が発達する沖縄本島

個体群を用いた入れ替え配偶実験により、拮抗的共進化の検出を試みた。実験の結果、沖縄オスはマウン

ト時に強制的に他個体群のメスを操作するのに対し、奄美オスはマウント後にねばることによって他個体

群のメスを操作することが明らかになった。さらに配偶行動の個体群間比較によって、メスの拒否行動に

も質的な違いがみられた。これらの結果は、発達したオス後脚とメスの交尾拒否は拮抗的共進化によって

進化しており、個体群間で共進化が異なる方向に進んだことによって、後脚サイズの地理的変異が生じて

いることを示唆する。

２．沖縄本島及び琉球諸島におけるオキナワチビアシナガバチの遺伝構造

工藤　起来（新潟大学・人文社会・教育科学系・准教授）

　本研究の目的は、マイクロサテライト DNA 領域の多型を利用し、オキナワチビアシナガバチにおいてコ

ロニー内の血縁構造を明らかにするとともに、本種が沖縄本島でどのような遺伝構造を示すかを評価する

ことである。まず５月には、中頭群読谷村渡慶次や中頭群中城村で初期コロニーを９採集した。これらのコ

ロニーおよび以前に採集していた初期コロニーについて DNA 分析したところ、多雌コロニーでは複数の

創設メスが繁殖を行っていたことから、創設メス間の社会関係は穏やかであることが示唆された。また、多

雌コロニーではメス（ワーカー）ばかりでなく、オスの未成熟個体も養育していた。一方、単雌コロニーで

はオスをほとんど生産していなかった。創設メス数とオスの生産割合の間には強い正の相関関係があった

ため、大きな労働力のある多雌コロニーでは、メスばかりでなく、オスを養育することにより、創設メスは

大きな遺伝的な利益を得ていると考えられた。８月には、うるま市や中頭群中城村、西原町、北谷町、読谷

村で合計20コロニーを採集した。オスを生産していた母親の数を推定し、５月と８月の間で比較したとこ

ろ、８月では繁殖を行っていた母親の数が減っていた。このことから、コロニーが成長すると優位な繁殖メ

スの数は減少し、特定のメスが繁殖をほぼ独占する社会に転じている可能性が示唆された。本研究から、オ

キナワチビアシナガバチの社会構造が、コロニーの成長に伴って大きく変化していたことが強く示唆され

た。また初期コロニーでは、創設メスは自身を含めたコロニー内の労働力を査定し、娘と息子の数を調節し

ていた。これらの結果から、本種が社会的な可塑性をもつことが初めて明らかにされた。沖縄本島において

オキナワチビアシナガバチがどのような遺伝構造を示すかについては、現在分析を進めている。

３．次世代シーケンサーを用いた遺跡出土人骨の古代ゲノム解析

佐藤　丈寛（金沢大学医薬保健研究域医学系・助教）

　礼文島、沖縄本島、宮古島から出土した先史時代の古人骨から DNA を抽出し、ゲノム解析を試みた。沖

縄本島と宮古島の試料については保存状態が悪く DNA を検出することができなかったが、礼文島の約

1,000年前の地層から出土した NAT002という個体の臼歯には比較的多くの DNA が残存しており、複数の

NGS ライブラリーを作製することができた。このライブラリーを次世代シーケンサーで分析し、結果と

してゲノムの97％にあたる塩基配列を決定した。決定した配列の塩基置換パターンを確認したところ、古

代 DNA 特有のシトシンの脱アミノ化を示すパターンが確認された。また、現生 DNA のコンタミネーショ
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ン率を推定したところ、0.05％という非常に低い推定値を得た。NAT002ミトコンドリアハプログループ

は G1b であった。集団遺伝学的解析により、NAT002は現在のサハリン北部やアムール川下流域に居住す

るニヴフやウリチ等の集団に近縁であることが明らかになった。NAT002は胸鎖骨周辺部にSAPHO症候群

様の骨過形成が観察されており、この病変の遺伝的基盤を解明するためにHLAタイピングを行った。その

結果、NAT002 は HLA-B*40:02:01とHLA-B*40:06:01:01を持っていた。先行研究において、HLA-B*40アレ

ルは骨過形成を伴う炎症性関節炎のリスクアレルとして報告されている。

４．ハテルマギリ（アカネ科）の特異な二型花柱性とその進化・維持機構に関する研究

菅原　敬（首都大学東京大学院理工学研究科・准教授）

　二型花柱性（distylous）は、被子植物が示す複雑で巧妙な繁殖システムである。その維持には、送粉昆虫

が深く関わっているため、送粉システムの解明は重要である。これまでの調査で、ハテルマギリは二型花

柱性植物であることを明らかにしてきたが、今年度は花粉媒介者の実体とその送粉システムを解明する

ことを主な課題として、石垣島（8月）と波照間島（11月）で野外調査を行った。花が夜に開き、朝には落

下してしまう特異な花であるため、訪花昆虫を肉眼で捉えることは難しく、赤外線ビデオカメラ（Kenko 
DVSA10FHDIR）を数台設置して調査を進めた。しかし、二度とも台風や連夜の雨のために十分な野外調査

を進めることができず、フィールド調査の難しさを実感した一年でもあった。前年度西表島個体群の調査

で、ハテルマギリの二型花は、通常の二型花柱性植物とは異なり、雄蕊と雌蕊の高さが対応しないという

結果が得られていたが、この特性は波照間島集団についても同様に確認された。一方送粉昆虫については、

雨の合間をぬって夜間のビデオ撮影を２島で進めたが、わずか一例のスズメガ類の訪花を確認したにとど

まり、訪花者の実体を十分把握するまでには至らなかった。なお、波照間島では開花した花が翌日の朝も

落下せずに残っているケースがしばしば見られ、昼光性のホウジャク（ホシホウジャク？）の訪花が確認

された。しかし、花が夜（午後7〜8時）に開くことを考慮すると、本来の送粉者とは考えにくい。夜の開花

期に絞った送粉昆虫の調査を今後も継続して進めていくことが課題解決に繋がっていくと考えている。

５．オオホシカメムシ類の共生細菌感染経路の解明

菊池　義智（産業技術総合研究所・主任研究員）

　植食性カメムシ類の一部は、毎世代土壌中から Burkholderia 共生細菌（β-プロテオバクテリア）を選択

的に獲得し、消化管に発達した袋状の組織（盲嚢）に特異的に保持することが知られている。最近我々は、

オオホシカメムシ科の種が植物共生性の Burkholderia と共生していることを発見した。これは、オオホシ

カメムシ類の Burkholderia 共生細菌が昆虫ばかりでなく植物とも緊密な相互作用を行っている可能性を

示唆しており、これまでに知られていない３者間共生系の存在が示唆されている。本研究では、オオホシ

カメムシ類に共生する Burkholderia 細菌の多様性を解明し、その機能や伝達様式、植物との関係性につい

て明らかにすることを目的としている。今年度は沖縄各地でオオホシカメムシやその近縁種を採集し、ま

た土壌や植物の採集を行った。土壌についてはメタゲノム解析を行いその菌叢を明らかにするとともに、

得られた成果の一部について発表を行った（関連業績：学会発表４件、論文４報）。

６．ツマベニチョウの越冬戦略から紐解く日長応答性獲得プロセス

小川　浩太（自然科学研究機構 基礎生物学研究所・NIBBリサーチフェロー）

　本研究ではツマベニチョウ  Hebomoia glaucippe  の休眠の日長応答性獲得プロセスの解明を目標に研究

を進めている。ツマベニチョウは東洋区を中心に生息し、亜熱帯域では食餌植物依存的に蛹休眠が誘導さ

れるが、日本の個体群では短日条件によって蛹休眠が誘導される。つまり本種では大陸から台湾を経由し

琉球列島へ分布を拡大する間に日長応答と蛹休眠のリンクが確立されたと考えられる。本研究は分子生物

学的解析によって休眠蛹形成と日長応答性のリンクを明らかにすることを最終目標としているが、本共同

研究で支給された研究費は琉球列島における野外調査費に充てた。今回は西表島・石垣島・沖縄本島で調

査を行い、冬季に利用するホスト植物の確認および分子解析用サンプルの確保を行った。調査期間中に台
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風が来たため、西表島では野外利用植物を確認できなかったものの、石垣島および沖縄本島では落葉性の

ギョボクを利用していることを実際に確認し、３島全島において分子解析に使用する成虫のサンプルを確

保できた。分子解析用の幼虫サンプルの確保等、来年以降の課題はあるものの、今回の調査で良好なサン

プリングサイトを発見できたことで、今後の研究が展開しやすいものとなった。

７．沖縄微生物ライブラリーを活用した植物病害防除に関する研究

上野　誠（島根大学生物資源科学部・教授）

　植物の病気の防除には化学合成農薬の使用が不可欠であるが、過度な農薬使用が農薬の効かない耐性菌

を出現させている。そのため、作用の異なる新たな物質や農薬に代わる微生物の探索が必要不可欠である。

そこで本共同研究では熱帯生物圏研究センター教員によりライブラリー化されている亜熱帯地方で分離さ

れた微生物を活用して、植物病原菌防除のための生物農薬開発及び化学農薬開発に利用可能な新規物質の

探索を行った。その結果、イネいもち病菌の付着器の異常拡大の誘導とメラニン化を安定的に誘導する３

菌株の菌体抽出液を選抜した。また、付着器形成を経時的に観察した結果、菌体抽出液の存在下では、付着

器形成初期の処理６時間以降から付着器の拡大が観察され始め、時間経過と共に顕著な付着器の拡大が観

察された。一方、胞子や菌糸先端の拡大は菌体抽出液の存在下でも観察されなかった。16S rDNAのシーク

エンスの結果、これらの菌株は、Streptomyces levis や S. erythrochromogenes と高い相同性を示した。これ

らの現象を他の植物病原菌を用いて調査した結果、複数の植物病原菌で同様の現象が確認された。そこで、

イネいもち病菌胞子と菌体抽出液を混合し、イネ（品種：コシヒカリ）葉鞘に接種した。その結果、菌体抽

出液の存在下では、イネ葉鞘細胞内でもイネいもち病菌の付着器が拡大し、メラニン化が抑制され、侵入

菌糸形成が著しく抑制された。また、イネ葉上での病斑形成も著しく抑制された。菌体抽出液中の活性成

分について解析を行った結果、熱安定な糖や脂質を含む物質である可能性が示された。現在、イネいもち

病菌の付着器の拡大やメラニン化の抑制に関わる菌体抽出液中の物質の同定とその作用機構について調査

中である。研究成果の一部は平成29年度日本植物病理学会関西部会及び平成30年度日本植物病理学会で発

表した。

８．熱帯細菌感染症の克服に向けた免疫学的基盤研究

原　博満（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科・教授）

　抗酸菌細胞壁の主成分であるミコール酸（MA）は、その状態に依って宿主免疫応答に影響を及ぼす。ま

た、高病原性結核菌W北京株の病原性因子であるフェノールリン脂質（PGL）は、マクロファージ（Mφ）内

での菌増殖に“許容的な”Mφ活性化を誘導することで病原性を発揮する。我々は、MA および PGL を認識

する新規自然免疫受容体を同定した。そこで、この受容体の結核菌防御免疫における役割を明らかにする

ため、本共同研究において、貴センターのP3感染実験施設内のマウス飼養施設、培養施設、実験施設を利用

し、受容体欠損マウスを用いた結核菌感染実験を実施した。その結果、受容体欠損マウスでは、野生型コン

トロールマウスに比べ死亡率が改善する傾向が観察され、本受容体が結核菌の免疫回避に寄与している可

能性が示唆された。

９．結核菌に対する生体防御応答における新規結核菌受容体の役割

山崎　晶（九州大学生体防御医学研究所・教授）

　肺炎症および抗結核菌免疫応答における結核菌受容体クラスターの役割について明らかにするため、新

規受容体遺伝子クラスター欠損マウスについて結核菌感染実験を行なった。経気道感染モデルにおける感

染後期（103日）において、新規受容体遺伝子クラスター欠損マウスは、野生型マウスと比較して、肺、肝臓

ならびに脾臓の結核菌数平均値に有意な差は認められなかった。また肺局所における炎症性サイトカイン

の産生についても有意な差は認められなかった。その一方で、腹腔内感染による全身感染モデルにおける

感染初期（21日）において、新規受容体遺伝子クラスター欠損マウスで肝臓、脾臓の結核菌数平均値の増加

が認められた。以上のことから、新規受容体遺伝子クラスターは結核菌感染初期において感染防御に重要
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な役割を果たしていることが示唆された。

10．自殺の木 ～法医学における実用的な摂取証明法の確立～

臼井　聖尊（東北大学大学院医学系研究科 法医学分野・講師）

　現在、法医学者が最も警戒すべき有毒植物の一つに“自殺の木 Suicide Tree”がある。インドから東南ア

ジアにかけて分布している Cerbera ordollam（和名：オオミフクラギ）の別名である。日本には、その近縁

種である Cerbera manghas（和名：ミフクラギ）が奄美大島以南の南西諸島に分布している。これらの植物

は強力な毒成分を含んでいるため、自殺あるいは他殺に利用される危険性があるが、現状では信頼性のあ

る分析法は無く、また生体内での挙動に関しても不明な点が多い。それ故、法医学における実用的な摂取

証明法の確立と体内動態の解析が本研究の目的である。最初に、沖縄に分布している Cerbera manghas（和

名：ミフクラギ、沖縄キョウチクトウ）を探索し、管理者の許可を得てその葉、種子、花、枝を採取した。

採取した試料は凍結乾燥した後、測定まで室温で保管した。次に、高速液体クロマトグラフ（LC）-高分解

能質量分析計（Q-TOF）を用いた強心配糖体類の分析法の構築を行なった。すなわち強心配糖体類の標準品 
Cerberin，Neriifolin および Tanghinin を用いてLCの条件（CERI L-column 2 ODS, 150×1.0 mm i.d.5µm, 移動

相10mM ギ酸アンモニウム/メタノール系のグラジエント)を整えた後、Q-TOF のイオン化法・データ取込

み条件を設定した。分析法を構築した後、Cerbera manghas の実（仁）を取り出しエタノールによる抽出を

行ない、LC-Q-TOF による網羅的分析を行った。その結果、Cerberin，Neriifolin の標準品と一致するスペク

トルが検出された他、tri-glycosides と考えられるプロダクトイオンスペクトルも観測された。今後は葉や

花についても解析を進めるとともに、その含有量について定量分析を進める予定である。

11．カルシウムのイオン輸送に関わる輸送体・チャネルのマッピング

日下　部誠（静岡大学）

　造礁サンゴの炭酸カルシウムの骨格は、サンゴ骨格を古気候復元の研究分野では重要な試料として用

いている。しかしながら、サンゴ骨格はサンゴの生物活動を通して形成されるため、骨格を試料として扱

う場合、生物学的な観点からもより深いレベルで骨格形成について理解することが重要である。これまで

の研究で、温度などの環境因子の変化がもたらす骨格の成長速度（石灰化速度）の変動とカルシウムポン

プのひとつである Ca2+-ATPase 遺伝子の発現動態を解析することを目的として研究を行ってきた。本共

同利用研究は、これまでの研究で同定したハマサンゴにおける Ca2+-ATPase の細胞内での局在を明らか

にすることを目的として実施した。平成30年２月９日～14日の瀬底研究施設でのサンプリングで、屋外水

槽にて飼育していたハマサンゴの破片を４%パラホルムアルデヒド溶液で固定し、組織学的な解析用のサ

ンプルを採取した。現在、0.5M EDTA 溶液を用いて、脱灰処理を施している。脱灰処理が完了次第、in situ 
hybridization 法を用いて、Ca2+-ATPase 遺伝子の発現部位の解析を実施する。また、今回の来所時に酒井教

授とミーティングを行い、今後の研究の方向性についての確認をした。

12．サンゴ群集維持機構に対する2016年大規模白化現象の影響評価

中村　雅子（東海大学海洋学部水産学科）

　造礁サンゴの炭酸カルシウムの骨格は、サンゴ骨格を古気候復元の研究分野では重要な試料として用

いている。しかしながら、サンゴ骨格はサンゴの生物活動を通して形成されるため、骨格を試料として扱

う場合、生物学的な観点からもより深いレベルで骨格形成について理解することが重要である。これまで

の研究で、温度などの環境因子の変化がもたらす骨格の成長速度（石灰化速度）の変動とカルシウムポン

プのひとつである Ca2+-ATPase 遺伝子の発現動態を解析することを目的として研究を行ってきた。本共

同利用研究は、これまでの研究で同定したハマサンゴにおける Ca2+-ATPase の細胞内での局在を明らか

にすることを目的として実施した。平成30年２月９日～14日の瀬底研究施設でのサンプリングで、屋外水

槽にて飼育していたハマサンゴの破片を４%パラホルムアルデヒド溶液で固定し、組織学的な解析用のサ
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ンプルを採取した。現在、0.5M EDTA 溶液を用いて、脱灰処理を施している。脱灰処理が完了次第、in situ 
hybridization 法を用いて、Ca2+-ATPase 遺伝子の発現部位の解析を実施する。また、今回の来所時に酒井教

授とミーティングを行い、今後の研究の方向性についての確認をした。

13．サンゴ礁における底棲有孔虫の白化と安定同位体比（δ13C, δ15N）に関する研究

川幡　穂高（東京大学大気海洋研究所・教授）

　サンゴ礁に生息する大型底生有孔虫（LBF）の、古水温プロキシとしての有効性をより詳細に検討するた

め、以下の実験・測定を行った。Amphisorus kudakajimensis, Calcarina gaudichaudii（以上2016年度飼育）に

加え、 Baculogypsina sphaerulata, Neorotalia calcar の無性生殖個体を21-31℃までの温度制御下で飼育し、成

長個体の酸素同位体比（δ
18O）、Mg/Ca を測定した。A. kudakajimensis と他３種の石灰化機構は異なる。

B. sphaerulata, N. calcar は C. gaudichaudii と同じであるものの、分裂直後の無性生殖個体がより小さいた

め、δ
18OやMg/Ca と水温の関係を検討するのに適している。Mg/Ca について、４種が21-31℃でほぼ同じ範

囲の値（133-157mmol mol-1）を示し、水温と高い相関を示した。31°Cで飼育した個体は Mg/Ca が水温との

相関関係から外れたため、水温換算式の適応範囲は21-30°Cであると判断した。Mg/Ca は石灰化機構の違い

を反映せず、1.6-2.0 % °C -1という変化率は、他の高マグネシウム方解石を作る有孔虫ともほぼ一致した。

したがって、Mg/Ca については種によらず、今回得た水温換算式：Mg/Ca = 2.73 T + 74.71が他の LBF にも

適用できると期待される。以上の結果について、2016年度に分析した酸素同位体比の結果と合わせてまと

め、国際誌に投稿中である。

14．アカネ科シマソナレムグラの実態解明と分類学的問題の解決

東馬　哲雄（東京大学大学院理学系研究科・助教）

　アカネ科フタバムグラ属（Leptopetalum）は、国内分布の草本種としては２種が知られるが、特にシマソ

ナレムグラ（L. biflorum）には、ソナレムグラ（L. strigulosum）との分類学的な混乱に加えて、区別できた際

に採用されるべき学名にも問題が残されている。本研究では、シマソナレムグラの実態解明を目指して、

シマソナレムグラとソナレムグラが同所的に分布する八重山列島を中心に、DNA による系統解析、細胞学

的解析、外部形態の比較観察、生育地の調査を行った。その結果、シマソナレムグラとソナレムグラは、系

統的にも形態的にも明確に区別できること、染色体数は同じであるがゲノムサイズに違いがあることが明

らかになった。またシマソナレムグラは沖縄本島・久米島では確認ができず、宮古島・石垣島・西表島・

与那国島に分布するが各島内での生息地は限定的で、広域分布で各島内でも多く見られるソナレムグラと

は生息環境が異なることも明らかになった。この他、国内外の他地域からのサンプルを含めた系統解析で

は、シマソナレムグラは L. biflorum とは別の分類群として認識すべきであることに加えて、ソナレムグラ

も現在採用さる学名 L. strigulosum とは別の種とすべきであることが明らかになった。これらの研究成果

は、2018年３月に開催された日本植物分類学会にて発表を行った。

15．マングローブ植物や海産種子植物（海草）の Na+要求性の検討

三村　徹郎（神戸大学大学院理学研究科・教授）

　生体膜共役輸送系は、栄養の取り込みや老廃物の排出に働き、細胞存続の基盤となる輸送系である。H＋

共役型とNa＋＋共役型が知られていて、植物と動物を区別する大きな要素である。本研究では、この共役輸

送系の進化や環境適応を明らかにするために、西表島の汽水産樹種であるマングローブや海草（アマモや

ウミショウブなど）を用い、それらの成長および膜輸送生理解析と遺伝子解析を組み合わせ、植物におけ

る生体膜共役輸送系の分子基盤と環境適応やその進化を明らかにすることを目指す。本年は、平成29年５

月に西表島において、オヒルギの胎生繁殖子を採取し、それを神戸大学に持ち帰り、人工海水の塩分濃度

を多段階に変えて、数ヶ月生育させ、その成長量を測定するとともに、実験終了時に葉と根を採取し、それ

ぞれの塩分濃度下における遺伝子発現パターンを明らかにするため、RNA 抽出を行った。現在、まだサン

プル全ての RNA 抽出は行えていないため、次年度においても抽出実験を進める予定である。受入れ研究者

である渡辺信博士が、野外と実験室での生育実験と遺伝子発現解析を進められているので、そのデータと
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対応させて頂くことを予定している。また、同時期にウミショウブを複数株神戸大学に持ち帰り、その培

養を始めた。ウミショウブの実験室培養は極めて難しいとされていたが、現在１株だけ、神戸大の実験室

で生育を維持することが出来ている。これについては、将来的に膜輸送生理解析と遺伝子解析を進める予

定である。平成30年２月に西表島において、成熟前の様々な段階のオヒルギの胎生繁殖子を採取し、その

耐塩性がどのようになっているか、親木からどの段階なら独立可能か、また胎生がどのように維持されて

いるのかを検討することを計画したが、残念ながらこの時採取した繁殖子は、いずれも実験室で生育させ

ることが出来なかった。これは次年度の課題として再度進める予定である。

16．電気計測法によるマングローブ植物根系機能の計測と環境応答解析

本間　知夫（前橋工科大学工学部生物工学科・教授）

　電気的計測手法を用いた樹木根系の状態を非破壊的に計測・評価する方法の開発に関する研究の一環と

して、海水を含む特殊環境条件下で生育出来るマングローブ植物根系に備わる機能と環境適応能力を明ら

かにすべく、西表島に自生するマングローブ植物３種（ヤエヤマヒルギ、メヒルギ、オヒルギ）の生体電位

計測を実施してきた。試行錯誤の末、ほぼ問題なく安定した電位を計測出来るようになり、他の樹木とは

異なって潮汐に連動するような電位変化が見られることが明らかになったが、樹種毎の違いについては１

個体ずつの計測ではよく分からず判断を付けることが出来ないと思われた。そこで第２回の訪問の際、オ

ヒルギの計測を中止し、ヤエヤマヒルギとメヒルギを２個体ずつの計４個体の電位計測を行うこととし、

これまで計測していたヤエヤマヒルギとメヒルギのそばの自生するそれぞれについて計測を開始した。第

３回及び第４回の訪問では、電位データの回収と電極やその他使用している器具のチェックや交換等を

行ったが、電位データを見るとヤエヤマヒルギとメヒルギでは、示す電位値が若干異なっている傾向が見

られ、メヒルギの方が電位値がよりプラス側の数値で推移しているようであった。最低でも１年間の計測

は必要であり、平成30年度も継続して実施することにしている。またメヒルギ幼苗を使い、人工的なタイ

ドリズム環境を作り、その時の電位変化を調べることで潮汐との関係を明らかにしようと考え、前橋工科

大学にて実験を実施した。自然と違って水位が徐々に変わるのではなく、水を抜いたり加えたりと水位が

短い時間で変わったため、電位変化は日周変動しか見られなかった。この実験については新たな苗を利用

して、水位変化を調整して次年度も実験を行う予定である。本研究成果の一部は、第46回根研究集会（2017
年６月）にて発表を行った。

17．汎熱帯海流散布植物の過去の集団の歴史の網羅的推定

津田　吉晃（筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所・准教授）

　汎熱帯海流散布植物である Xylocarpus granatum, Sonneratia alba, Vigna marina およびヤエヤマヒルギ属

を中心に核 DNA および葉緑体 DNA の情報から各種の現在の遺伝構造を評価し、また過去の集団動態の歴

史を推定した。このような各種の研究結果については、下記のように国際2本に掲載され（Wee et al. 2017, 
Tomizawa et al. 2017）、もう1本についても最終受理を待っている状態である(Yamamoto et al. subimitted. 
Ecology and Evolution)。またヤエヤマヒルギ属の研究成果については国内学会２件で紹介し、国際学会でも

紹介予定である（国際分子生物進化学会 SMBE2018発表決定済）。また本共同研究初年度（平成28年度）の

内容の一部で平成28年10月18-19日に琉球大学熱帯生物圏研究センター西表研究施設にて梶田忠教授主催

で開催された第3回マングローブの保全遺伝学的研究ワークショップでの議論内容の提言も国際誌に掲載

された（Wee et al. 2018）。

18．Effect of darkness on Terpios hoshinota and its symbiontic cyanobacteria
Sen-Lin Tang（Academia Sinica）

　Experiment related to treatment of different darkness was performed on the sponge Terpios hoshinota in the 
aquarium at the Sesoko Research Station. The purpose of the experiment is to investigate the effect of different 
darkness on the symbiotic cyanobacteria in the sponge. Additionally, different wavelengths of light were also 
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used to treat the sponge. There are total ６ treatments, which include 100%, 50%, ０% light, red, green, and blue 
wavelengths. After treating the sponge with their respective treatments for 1, 4, and ８ days, the sponge tissue was 
extracted and preserved to send back to Taiwan laboratory for further analyses. Specifically, we aim to look the 
changes of bacteria community before, during, and after the darkness treatment. Several genes related to light and 
darkness will also be analyzed to look at their expression level. With the great help of Prof. Hideyuki Yamashiro and 
the good facilities in the Sesoko Research Station, the experiment was successfully conducted.

19．Diversity and abundance of the mesophotic scleractinian fauna in southern Japan
Michel Pichon（Museum of tropical Queensland，Honorary Research Associate）

　The main objective of the collaborative research was to undertake in cooperation with Dr Harii and Dr Sinniger 
a taxonomic study of the mesophotic scleractinian fauna of Sothern japan. The study was based on the extensive 
collection already available at the Tropical Biosphere Research Centre, Sosoko (University of the Ryukyus), a 
gathered by Dr Harii’s team, and complemented by additional specimen collecting by diving and observations using 
the recently acquires Remotely Operated Vehicle. Areas thus investigated were in the vicinity of Sesoko, and also in 
the island of Ishigaki during a one-week field．
　Cooperative research was achieved through the combination of my own expertise in the field of scleractinian 
morphotaxonomy, complemented by observations and genetic analyses made by Drs Harii and Sinniger. In the first 
instance, the emphasis was places on coral general which had been shown as of particular importance) (presence 
and abundance) in the mesophotic coral environments of the Ryukyus, including in particular the genera Leptoseris, 
Pavona, Echinophyllia. Much effort was placed in particular on the genus Leptoseris due to its particular importance 
as a major component of mesophotic coral ecosystems (MCEs), worldwide, but also because the Ryukyus have 
proven to be an exceptional geographic area for the this particular genus, in terms of its species diversity and 
abundance. 
　Besides a general taxonomic survey of the species available in the mesophotic collection, special attention was 
paid to genera which are known to be significant in MCEs including Acropora, Alveopora, Porites and Goniopora, 
as well as Mycedium, Echinophyllia and Oxypora, among others In order to obtain high quality images allowing 
the examination of micromorphological characters, Scanning Electron Microscopy imaging was carried out , using 
the Hitachi Miniscope TM 3030 instrument available on the main campus of the University of the Ryukyus. These 
images which are presently being analyzed allow comparison with material (including type specimens) available at 
the Museum of Tropical Queensland, Townsville.
　Such a collaborative study will provide ultimately a comprehensive body of information on the diversity of 
the mesophotic coral fauna, combining morphotaxonomic, genetic and ecological approaches and will provide 
an invaluable reference collection of mesophotic scleractinians for Southern japan. In addition it does provide 
information on the functioning of, and the services provided by mesophotic coral ecosystems and on their ability 
to provide an effective biodiversity sanctuary as well as a on a possible source of replenishment for species and 
individuals for shallower reefs increasing degraded due to the synergistic effect of human and global change 
impacts> In this respect, the collaborative research will help providing an answer to the fundamental questions : Are 
mesophotic coral ecosystem a life boat for coral reefs? 

20．Taxonomic, phylogenetic and trait-based diversity along elevation gradient in Taiwan and Japan: a 
comparative study

David Zelen'y (National Taiwan University)
　台湾大学のDavid Zeleny准教授と同じ研究グループのメンバーであるChing-Feng Li博士を琉球大学に招

聘し、日本列島と琉球諸島と台湾を含む東アジア島嶼の植物種多様性推定および植生パターンの比較解析

に関するワークショップと共同データ解析を行った。具体的には、東アジア島嶼域における植生調査デー

タをデータベース化して、群集構造のパターン分類を再検討した。同時に、局所的な植生サンプリング情
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報をもとに、サンプリングバイアスを補正した植物多様性の推定に関する分析を共同で行った。ワーク

ショップの後、電子メールなどの討議を経て、共著論文としてまとめつつある。

21．Auditing marine biodiversity at reefs in Okinawa impacted by climate change using eDNA and next-
generation sequencing

Joseph DiBattista (Curtin University/Early Career Postdoctoral Fellow 
& Australian Museum/Curator of Fishes)

　Funding received in 2017 was used to facilitate collections of eDNA samples at sites around the main island of 
Okinawa, as well as at Zamami-jima Island with Associate Professor James Reimer (University of the Ryukyus) and 
his lab. Between October 23 and November 12, 2017, we successfully collected 114 eDNA samples (34 sediment 
samples and 80 filtered water samples) from 10 coral reefs or coastal sites in the Okinawa Prefecture (Mizugama, 
North of Cape Manza, Bise, Kin Bay, Makiminato, Cape Hedo, Kaichu-Doro (S1), Ama Beach, Zamami Port, 
Furuzamami). These locations provided a gradient of highly impacted nearshore sites (i.e. Kaichu-Doro S1) to near 
pristine offshore sites (i.e. Furuzamami – a marine park). We also designed a “reef ranking” system with points 
assigned to a site based on selected criteria to rate it from impacted (score = 1) to pristine (score = 10). Seven of these 
locations were previously sampled in 2016 in collaboration with Associate Professor James Reimer and his lab, and 
so we therefore now have added a temporal component to our eDNA study. A portion of the 80 filter membranes from 
the water samples remain frozen at the University Ryukyus as permanent vouchers. The bulk of these eDNA samples 
will be analysed in the Trace and Environmental DNA (TrEnD) laboratory at Curtin University in February 2017 in 
collaboration with Professor Michael Bunce.

22．Adaptive evolution in mangroves
Wee, Alison Kim Shan (College of Forestry, Guangxi University, Assistant Professor)

　The global distribution of mangroves is mainly restricted by the physiological tolerance to low temperatures, which 
is evident from each species’ latitudinal limits. The warming climate is expected to expand mangrove distribution 
range poleward. However, the exact physiological and genetic mechanisms of adaptation to temperature in 
mangroves have not been well investigated. Specifically, little is known about the differences in phenotypic plasticity 
and evolutionary potential among populations along the latitudinal gradient. To explore the adaptive evolution of 
cold tolerance in mangroves, we performed landscape-wide sampling along a latitudinal gradient in Nansei Islands of 
Japan. By conducting field works for two weeks at the end of November, we collected three major component species 
of mangrove forests, Bruguiera gymnorhiza, Kandelia ovobata, and Rhizophora stylosa, at Amami Oshima, Okinawa, 
and Iriomote Islands. We collected leaf samples and propagules, and extracted total DNA at the laboratory in the 
Iriomote Station. The samples colllected will be for further use to perform landscape genomics analyses and to study 
the genetic mechanism of cold tolerance via epigenomic methods. We also worked on joint research papers and grant 
proposals while I stay in Japan, and we submitted a research paper to a journal.

23．熱帯圏に生息する非温血動物吸血性節足動物の宿主認識メカニズム

嘉糠　洋陸（東京慈恵会医科大学衛生動物学研究センター・センター長）

　デング熱や重症熱性血小板減少症候群（SFTS）などの疾患は、蚊やマダニなどの病原体媒介節足動物（ベ

クター）によって媒介される病原体由来の感染症であり、世界的に大きな脅威となっている。これら感染

症の制御のためには、ベクターに関連する生命現象の分子基盤を解明することが重要である。今回我々は

ベクターの宿主探知行動における熱センシング機構に注目した。ベクターは宿主探知の手がかりに熱を

利用することが一般的だが、西表島を中心に、沖縄諸島にはカエルやヘビなどの変温動物を吸血するベク

ターが存在する。すなわちこれらの固有種における熱センシング機構を解析し、温血動物を吸血するベク

ターのものと比較することは、熱センシングについて重要な洞察をもたらすことが期待される。平成29年
６月、７月の２回にわたり、熱帯生物圏研究センター西表研究施設に滞在し、変温動物の吸血を行う蚊と
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マダニの採取を試みた。１）CDC トラップを改変したカエルコールトラップを用いることにより、両生類

を吸血源とする蚊種の成体の採取に成功した。東京慈恵会医科大学にて採取個体の形態的種同定を実施し

たところ、ルソンコブハシカであることが判明した。２） セマルハコガメを用手的に捕獲し、体表で吸血

中のマダニの採取に成功した。東京慈恵会医科大学にて採取個体の16Sリボソーム遺伝子解析を行うこと

で、カメキララマダニと同定した。今後、これらの個体から DNA/RNA の抽出を行うことにより、ルソンコ

ブハシカ・カメキララマダニにおける、熱センシングに重要な Transient Receptor Potential（TRP）チャネル

TRPA1ホモログ遺伝子のクローニングを実施し、温血動物種を吸血する蚊やマダニの TRPA1との構造比較

解析を行う予定である。

24．沖縄本島および宮古島の深部帯水層での微生物メタン生成機構の解明

木村　浩之（静岡大学グリーン科学技術研究所・教授）

　沖縄本島および宮古島の深部地下圏は、付加体と呼ばれる厚い堆積層によって形成されている。付加体

の堆積層には雨水（天水）または海水が浸透し、深部帯水層に蓄えられている。また、そこには大量のメタ

ンが存在することが報告されている。しかしながら、沖縄本島および宮古島の深部帯水層におけるメタン

生成メカニズムに関する知見はほとんどない。そこで、本共同利用研究では白亜紀から第三紀の海底堆積

物に由来する付加体が基盤として分布する沖縄本島南部を調査し、温泉宿泊施設が所有する温泉用掘削

井にて地下温水と付随ガスを採取した。そして、地下温水の環境データ測定、付随ガスの化学分析、地下

温水に含まれる地下圏微生物の嫌気培養を試みた。その結果、沖縄本島南部の深部帯水層は海水の影響を

受けているサイトと天水の影響を受けているサイトの両方が存在することが示された。採取した付随ガ

スには90％以上の高い割合でメタンが含まれていた。地下温水に含まれる微生物群集のメタ16S rRNA 遺
伝子解析の結果、水素発生型発酵細菌と水素資化性メタン生成菌が優占し、これらの微生物群集による

水素ガスとメタンの生成が観察された。そして、沖縄本島に分布する付加体の深部帯水層では、水素発生

型発酵細菌と水素資化性メタン生成菌が共生することにより、堆積層中の有機物が分解され、メタンが

生成されていることが明らかとなった。本研究成果は英語論文にまとめられ、国際学術雑誌 Microbes and 
Environments の次号に掲載される予定である。一方、宮古島にもいくつかの温泉施設が存在し、メタンの

湧出が見られることが報告されている。しかしながら、本共同利用研究においては日程と予算の都合で現

地調査には至らなかった。今後、宮古島の深部帯水層での微生物メタン生成メカニズムの解明に向けて研

究を進めていく計画である。

25．亜熱帯性環境に適応したオキナワ産両生類の受精機構改変に関する研究

渡邉　明彦（山形大学理学部）

　SMIS 遺伝子の同定を目的として上記の期間にリュウキュウカジカガエルとシリケンイモリの採集を行

なった。オキナワアオガエルについては繁殖地の探索を行い、採集可能な２カ所を同定したが、産卵直前

の状態である抱接を行なっている個体を採集することはできなかった。今後、時期を検討して採集を行う

予定である。一方、新たにシロアゴガエルについて、実験材料としての有用性を検討した。野外で採集した

オス個体をその場で安楽死させ、精巣を摘出して精子の運動状態を観察したところ、同じアオガエル科に

属するリュウキュウカジカガエル、モリアオガエルの精子運動とは鞭毛の振幅などが異なっており、新た

な研究対象として興味深いものであることが明らかになった。リュウキュウカジカガエルは山形大学にお

いて SMIS の有無と SMIS に対する精子の応答性を検討した。免疫学的な解析からリュウキュウカジカガ

エルの卵はSMISを持たないことがわかり、精子は SMIS に対して顕著な応答を示さなかった。これらの結

果から、リュウキュウカジカガエルでは、本州産のモリアオガエルやシュレーゲルアオガエルと異なる精

子運動調節機構が確立されていることが示唆された。一部の研究成果は第３回次世代両生類研究会で発表

した。
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26．Mangrove Conservation Genetics
Maruyama Mori, Gustavo (Institute of Biosciences, São Paulo State University)

　We held an international workshop entitled “Mangrove Conservation Genetics” on 26th July 2017 at Sunflower 
Hotel & Residence Shenzhen, China. It was a full day workshop for Mangrove Conservation in which two 
researchers from Brazil, five from China, and four from Japan participated. Mangrove conservation is undoubtedly a 
global issue, and international collaboration is inevitable. Participants from three countries, including four students, 
made the presentations about their studies on mangroves. The scope of the study was geographically global and 
including various methodologies such as genetics, phylogeny, evolution, ecophysiology, ecology and climate 
change. We exchanged ideas and discussed issues on mangrove conservation.  The discussion involving established 
professors, younger researchers and students were so stimulating and exciting. We discussed further collaboration 
and collaborative papers in the afternoon workshop. The discussion was again, beneficial and practical, and we 
made plans to start working on papers based on the discussion in the workshop. We also had a joint symposium 
entitled “Evolution of mangroves: phylogeny, conservation genetics, and genomics” on 28th July 2017, as one of the 
Symposium at the International Botanical Congress 2017 (IBC2017). Drs.  Tadashi Kajita and Shi Suhua organized 
the symposium, and four of the six speakers were the participants in the workshop of the international workshop. The 
idea discussed in our workshop were presented to the global audience at the symposium.
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【共同研究等（拠点形成費の共同研究事業以外のもの）】

No. 共同研究
相手氏名

共同研究相手機関 共同研究課題名 受入担当者

1 北野　潤 国立遺伝学研究所 ネオ染色体の実験進化 山平寿智

2 猪股伸幸 福岡女子大学大学
同所的に生息する湖沼性淡水魚の体色の類似化と色覚の関連
性に関する研究

山平寿智

3

北野　潤 国立遺伝学研究所

スラウェシ島南東部の分布する淡水魚の体色の多様化と類似
化に関する研究

山平寿智

寺井洋平 総合研究大学院大学

持田浩治 慶応大学

橋口康之 大阪医科大

松井久美 麻布大学

入江貴博 東京大学

4
北野　潤

国立遺伝学研究所
セレベスメダカの全ゲノム解読 山平寿智豊田　敦

安齋　賢 基礎生物学研究所

5 田中理映子 名古屋市東山動物園 スラウェシ島で採集されたメダカ属魚類 1 未記載種に関する研究 山平寿智

6
前田悠介

名古屋市東山動物園 メダカ科魚類における複合適応形質としての腹鰭保育の平行進化 山平寿智
佐藤正祐

7

町田善康 美幌博物館

サハリン南部のホトケドジョウ属魚類の集団遺伝学的解析 山平寿智
大八木昭 下北自然学巣

Sergey 
V. Shedko ロシア科学アカデミー

8 三宅　崇 岐阜大学 マングローブ林に生息するカニアナヤブカの吸血源に関する研究 山平寿智

9
栗田隆気 千葉県立中央博物館

クロイワトカゲモドキの保全 戸田　守
前之園唯史 かんきょう社

10 Si-Min Lin 国立台湾師範大学 台湾におけるヤモリ属の多様性 戸田　守

11 Li Ding 中国科学院成都生
物学研究所

東アジア産陸生爬虫類の多様性 戸田　守

12 太田英利 兵庫県立大学 琉球列島産爬虫類の分類と多様性 戸田　守

13 持田浩治 慶應大学 ヤモリの繁殖特性に関する研究 戸田　守

14

菊池義智

産業技術総合研究所
カメムシ腸内共生系の多様性と進化に関する研究 松浦　優

伊藤英臣

後藤　栞

細川貴弘 九州大学

15

深津武 馬

産業技術総合研究所

セミー細菌ー真菌による３者複合共生系の進化学的解析 松浦　優

森山　実

棚橋薫彦

孟 憲　英

John P. 
McCutcheon

University of
 Montana

Piotr 
Lukasic

Dan 
Vanderpool

16
下地博之 関西学院大学大学院

トゲオオハリアリの社会と巣環境における細菌叢の比較解析 松浦　優伊藤英臣
産業技術総合研究

菊池義智

17

北出　理 茨城大学

キゴキブリ腸内代謝物の網羅的解析 徳田　岳
本郷裕一 東京工業大学

福田真嗣 慶應義塾大学

木原久美子 熊本高等専門学校

18 新家一男
次世代天然物化学技
術研究組合

難培養微生物を対象とした BAC ライブラリー調製およびメ
タゲノム的アプローチによる BAC ライブラリー調製のため
のサンプル処理法の開発

新里尚也

19 金野俊洋
琉球大学農学部亜熱
帯農林環境科学科

胎盤免疫とリンパ球：妊娠維持と感染防御の新しい生殖免疫
学領域の開拓

松﨑吾朗
梅村正幸
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No. 共同研究
相手氏名

共同研究相手機関 共同研究課題名 受入担当者

20 大原直也 岡山大学歯学部 遺伝子改変マイコバクテリアによる抗結核免疫の制御機構の検討 松﨑吾朗

21 岩倉洋一郎
東京理科大学生命
医科学研究所

サイトカイン遺伝子欠損マウスにおけるマイコバクテリア感染に
対する免疫応答

梅村正幸

22
中江　進 東京大学医科学研究所

細胞内寄生性細菌感染における IL-33 の役割 梅村正幸
福井雅之 青森大学薬学部

23 田村敏生
国立感染症研究所ハン
セン病研究センター

マイコバクテリア感染肺における IL-17F の役割 梅村正幸

24 本園千尋
大阪大学微生物病
研究所

新規結核菌受容体クラスターの結核菌に対する生体防御応答
の役割

梅村正幸

25

Stephen L. 
Nutt

The Walter and Eliza 
Hall Institute of
 Medical Research The role of IL-21 producing and non-producing follicular helper 

T cells in mycobacterial infection 梅村正幸

下袴田陽子
国立感染症研究所
ハンセン病研究セ
ンター

26 三谷章雄 愛知学院大学歯学部 ヒト骨格筋幹細胞を用いた歯槽骨再生における IL-35 の役割 梅村正幸

27 藤村岳樹 愛知学院大学歯学部 誤嚥性感染における IL-17 サイトカイン・ネットワークの検討 梅村正幸

28 内記良一 愛知医科大学医学部
肺胞上皮細胞への Chlamydophila pneumoniae 感染における
オートファジー制御機構の解明

梅村正幸

29
松尾和浩 日本ビーシージー製

造株式会社日本 BCG
研究所

Mycobacterium bovis BCG 分泌タンパク質の免疫賦活画分同定
における in vitro スクリーニング系の構築

梅村正幸
水野　悟

30 浦環　他 九州工業大学他 自律型海中ロボットシステムを用いた深場サンゴ礁調査 波利井佐紀

31 茅根　創 東京大学 海洋酸性化応答評価のための微量連続炭酸系測定システムの開発 波利井佐紀

32 赤松友成
国立研究開発法人水
産 研 究・ 教 育 機 構　
中央水産研究所

サンゴ礁の生物音と多様性に関する研究 波利井佐紀

33 David 
Abrego Zayed University ノウサンゴ属の遺伝的多様性に関する研究 波利井佐紀

34

高山浩司 ふじのくにミュージアム

カナリー諸島におけるマメ科ミヤコグサ植物と根粒菌の共生
特異性進化の研究

梶田　忠

青木誠志郎 東京大学

Milagros 
Leon-Barrios

La Laguna 大学Morcelino 
Jose Del Arci 

Aguilar

番場　大 千葉大学

35

高山浩司 ふじのくにミュージアム

地球最大スケールの輪状種の研究 梶田　忠

梶田結衣 琉球大学熱生研（西表）

栄村奈緒子 京都大学

Alison W 
K Shan 広西大学

山本　崇 琉球大学熱生研（西表）

Mohammad 
Vatanparast Smithonian 研究所

36

高山浩司 ふじのくにミュージアム

マングローブ植物の保全遺伝学的研究 梶田　忠

Alison W 
K Shan 広西大学

Edword L 
Webb シンガポール国立大学

Juan Núnez-
Farfán メキシコ自治大学

Gustavo M 
Mori UNESP 大学
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No. 共同研究
相手氏名

共同研究相手機関 共同研究課題名 受入担当者

37

陶山佳久 東北大学

マングローブ林構成種の保全遺伝学的研究の完成：全球的
視点からの景観ゲノミクス解析

梶田　忠
高山浩司 ふじのくにミュージアム

津田吉晃 筑波大学

赤坂宗光 東京農工大学

38 宮正　樹
千葉県立中央博物
館

メタバーコーディング法による西表島の生物多様性モニタリ
ング

梶田　忠

39 Dang Van 
Son

ベトナム科学アカ
デミー熱帯生物学
研究所

ベトナムのアカネ科ルリミノキ属の系統分類学的研究 内貴章世

40
邑田　仁 東京大学大学院理

学系研究科

海洋島木本種の進化に注目したシマザクラ属（アカネ科）の
系統解析と分類学的再検討

内貴章世
東馬哲雄

41 榮村奈緒子
京都大学生態学研
究センター

クサトベラの種子散布に関わる果実二型の比較研究 内貴章世

42 吉田智弘 東京農工大学農学部
オオタニワタリ類の空間分布と株元に生息する動物群集に関
する研究

内貴章世

【学術集会の開催 （拠点形成費の共同研究事業以外のもの）】

No. 主　催　者 研究会名称 開催場所 開催年月
参加
者数

１
細菌学会九州
支部会

第70回細菌学会九州支部総会

那覇市ぶん
かテンブス
館テンブス
ホール

2017.
9.8〜9 100

2 抗酸菌研究会 第２回 抗酸菌研究会
国立感染症
研究所 
戸山庁舎

2017.
11.23〜24

100

3

琉球大学、
筑波大学、
岡山大学、
鳥取大学

植物科学研究拠点アライアンス第一回シンポジウム 琉球大学 2018.1.24 15

4 熱帯生物圏研
究センター

Symposium. Evolution of  mangroves:  phylogeny, 
conservation genetics and genomics. XIX International 
Botanical Congress, IBC2017. Shenzhen, China.  

Shenzhen 
Convention 
& Exhibition 
Center

 2017.7.28 50
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30．竹内一郎・山城秀之．ドローンによる空撮によって確認された瀬底島沖のハマサンゴの巨大マイクロ

アトール．日本サンゴ礁学会（第20回大会）．東工大，2017/11/23
31．山城秀之・竹内一郎．沖縄県瀬底研究施設前のサンゴ白化状況報告．日本動物学会 (第88回大会)．富山

県民会館，2017/11/23
32．山城秀之・竹内一郎．瀬底研究施設前のサンゴ白化および白化回復後の死亡事例について．沖縄生物

学会（第54回大会）．琉球大，2017/5/20
33．*山本　崇・今井亮介・高山浩司・津田吉晃・梶田　忠. 次世代シーケンシングデータで示された

Rhizophora mangleおよび近縁種の遺伝構造. 平成29年度 第23回日本マングローブ学会大会. 東京農業大

学世田谷キャンパス，2017/12/9
34．*梶田忠・山本 崇・今井亮介・津田吉晃・高山浩司・岩崎貴哉・伊藤克哉・下田凜太郎・佐土哲也・後藤 亮・

宮正 樹. 西表研究施設から発信するゲノムベースのマングローブ研究紹介. 平成29年度 第23回日本マ

ングローブ学会大会. 東京農業大学世田谷キャンパス，2017/12/9
35．梶田結衣・山本　崇・栄村奈緒子・井村信弥・石垣圭一・堤ひとみ・Wee Alison K.S.・高山浩司・梶

田忠. 全球規模の交配実験で示されたナガミハマナタマメの生殖隔離と近交弱勢. 日本植物分類学会第
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17回大会. 金沢歌劇座（石川県・金沢市），2018年3月8日..
36．梶田結衣・山本　崇・栄村奈緒子・井村信弥・石垣圭一・堤ひとみ・Wee Alison K S・高山浩司・梶田忠. 

汎熱帯海流散布植物ナガミハマナタマメの全球スケールでの交配可能性. 日本植物学会第81回大会. 東
京理科大学（千葉県・野田市），2017年9月8日. 

37．梶田結衣・山本　崇・栄村奈緒子・井村信弥・石垣圭一・堤ひとみ・Wee Alison K S・高山浩司・梶田　忠. 
全世界のナガミハマナタマメ集団間の授粉後生殖隔離の検証. 沖縄生物学会第54回大会. 琉球大学（沖

縄県・西原町），2017年 5月20日. 
38．番場大・青木誠志郎・梶田　忠・瀬戸口浩彰・綿野泰行・佐藤修正・土松隆志. 日本各地の野生ミヤ

コグサに共生する根粒菌の単離と系統解析. 日本進化学会第19回大会．京都大学，2017/8/24-26
39．番場大・青木誠志郎・梶田　忠・瀬戸口浩彰・綿野泰行・佐藤修正・土松隆志. 日本各地における野

生ミヤコグサ(Lotus japonicus)に共生している根粒菌の系統解析. 日本植物学会第81回大会．東京理科

大学，2017/9/8-10
40．番場大・青木誠志郎・梶田　忠・瀬戸口浩彰・綿野泰行・佐藤修正・土松隆志. 日本各地より採集さ

れた野生ミヤコグサに共生する根粒菌の系統解析. 植物微生物研究会第27回研究交流会．京都大学宇

治おうばくプラザきはだホール，2017/9/20-22
41．番場大, Milagros Leon-Barrios, Marcelino Jose Del Arco Aguilar, 青木誠志郎, 高山浩司, 梶田　忠. カナリア

諸島におけるLotus 属植物と共生者群集の関係. 日本植物分類学会第17回大会．金沢歌劇座，2018/3/8-
10

42．梶田　忠. 海を越えて広がる植物. 沖縄県立博物館・美術館 10周年特別展関連講座. 2017/11/3 ．4
43．浅海竜司・松森建人・石原信司・金城　章・大城大輝・成瀬　貫・植村　立・水山　克・伊勢優史・

藤田喜久・坂巻隆史・C-C Shen．琉球列島産硬骨海綿の骨格記録と古海洋環境復元の可能性．日本第

四紀学会2017年大会．福岡大学，2017/8/26–30
44．伊勢優史・水山克・成瀬　貫・藤田喜久. 琉球列島の海底洞窟から得られたイシカイメン類・Callipelta

属の一種（尋常海綿綱: 四放海綿目: Neopeltidae科）．沖縄生物学会第54回大会．琉球大学，2017/5/20
45．伊勢優史・水山　克・成瀬　貫・藤田喜久．沖縄島および下地島の海底洞窟から得られたイシカイメ

ン類 Callipelta属の一種（尋常海綿綱：四放海綿目：Neopeltidae科）．動物分類学会第52回大会．海洋開

発研究機構横浜研究所，2017/6/3–4

島嶼多様性生物部門

46．Ujiie R., Yoshida T., Takeuchi H., Eto K., Jono T., Yoshinaga N., Mori A. and Mori N. Chemical analysis of 
bufadienolides in Japanese lampyrine fireflies. The Joint Meeting of the 33rd Annual Meeting of the ISCE 
(International Society of Chemical Ecology) and the 9th Meeting of APACE (Asia-Pacific Association of 
Chemical Ecology). Kyoto, August, 2017. (Poster)

47．Yoshida T., Jono T., Takeuchi H., Ujiie R., Yoshinaga N., Ding L., Tang Y., Mori A. and Mori N. The chemical 
analysis of bufadienolides in defensive glands of Asian Rhabdophis  snakes. The Joint Meeting of the 33rd 
Annual Meeting of the ISCE (International Society of Chemical Ecology) and the 9th Meeting of APACE (Asia-
Pacific Association of Chemical Ecology). Kyoto, August, 2017. (Oral)

48．Mandagi I.F., Lawelle S.A., Masengi K.W.A., Mokodongan D.F., Matsunami M., Kimura R., Yamahira K. 
Highly-structured freshwater fish populations within a single water system. Univ Ryukyus & OIST Joint 
Symposium 2017, Okinawa. 31 October 2017

49．Montenegro J., Mochida K., Matsui K., Mokodongan D.F., Hadiaty R.K., Masengi K.W.A., Inomata N., Irie 
T., Terai Y., Hashiguchi Y., Kitano J., Yamahira K. Parallel evolution of body coloration between sympatric 
freshwater fishes with non-parallel evolution of visual sense. Biodiversity Symposium 2017 by the Society for 
Coastal Ecosystems Studies – Asia Pacific. Cebu. 8 December 2017

50．Montenegro J., Mochida K., Sugiuchi S., Matsui K., Fujimoto S., Mokodongan D.F., Ishikawa A., Kitano J., 
Yong L., Mandagi I.F., Masengi K.W.A., Hadiaty R.K., Yamahira K. Convergent evolution of body coloration 
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in genus Oryzias and Nomorhamphus in Sulawesi-tenggara, Indonesia. The 2017 Congress of the European 
Society for Evolutionary Biology, Groningen. 21 Augst 2017 (Poster presentation)

51．Nobu S., Mokodongan D.F., Matsunami M., Kimura R., Yamahira K. Just-completed sympatric speciation in an 
ancient lake. Univ Ryukyus & OIST Joint Symposium 2017, Okinawa. 31 October 2017

52．Yamahira K. Population structures of adrianichthyids in the Malili Lakes System. 3rd Southeast Asian Gateway 
Evolution Meeting. Bogor, 30 August 2017

53．Yamahira K., Mokodongan D.F., Lawelle S.A., Masengi A.K.W. Species and genetic diversity of medaka fishes 
(the family Adrianichthyidae) in Southeast Sulawesi. The 1st International Seminar on Sustainability in the 
Marine Fisheries Sector 2017. Kendari, 16 September 2017（招待講演）

54．Licyayo D.C.M., Terashima Y. Physiological studies of bioluminescent fungi Omphlotus japonius and Pleurotus 
nitidus. Asian Mycological Congress 2017

55．Naiki A., Akai K., Kato H., Komaki Y., Mizunashi K., Ohi-Toma T. Phylogeny and Taxonomy of Leptopetalum 
biflorum (Rubiaceae). 19th International Botanical Congress. Shenzhen Convention & Exhibition Center, 
2017/7/23-29

56．城野哲平・戸田　守．ヤモリ属における種特異的パタンをもたない求愛コールの意味の検証．第56回
日本爬虫両棲類学会．熊本大学，2017/11/25-26.

57．城野哲平・戸田　守・Li DING・岡本卓・Tao T. Nguyen・Truong Q. Nguyen・Yezhong Tang.ニホンヤモ

リ種群の鳴き声の種特異的パタンによる種認識機構の多回喪失.日本動物行動学関連学会・研究会合

同学会．東京大学，2017/8/30-9/1.
58．皆藤琢磨・Ding Li・戸田　守．ミトコンドリアDNAおよび核DNAから示唆されるCyclophiops属と

Ptyas属の系統関係と形態進化．第56回日本爬虫両棲類学会．熊本大学，2017/11/25-26.
59．岸田拓士・工樂樹洋・辰見香織・戸田　守．ウミヘビゲノムに探る羊膜類の海洋環境適応と嗅覚の進化．

第19回日本進化学会．京都大学，2017/8/24-26．
60．長太伸章・大林隆司・戸田　守・曽田貞滋．太平洋北西部地域の島嶼におけるMeimuna属の分化．第19

回日本進化学会．京都大学，2017/8/24-26．
61．中村泰之・Zoltán Korsós・戸田　守．土の中に棲むヤスデがつづる琉球列島の歴史―アマビコヤスデ

属（Riukiaria）とタカクワヤスデ属（Xystodesmus）の系統地理．日本蜘蛛学会第49回大会．琉球大学，

2017/11/4–5.
62．岡本康汰・城野哲平・太田英利・戸田　守．タカラヤモリの6月採集の標本シリーズにおける体サイズ

分布と生殖腺状態．第56回日本爬虫両棲類学会．熊本大学，2017/11/25-26.
63．戸田　守．海を越えて広がる動物．博物館開館10周年特別展「海の沖縄展」関連講座，沖縄県立博物館・

美術館，2017/11/3.（招待講演）

64．戸田　守・持田浩治・城野哲平．日本産ヤモリ属数種における卵サイズとメスの体サイズの関係．第

56回日本爬虫両棲類学会．熊本大学，2017/11/25-26.
65．徳山孟伸・佐藤行人・笹井隆秀・戸田　守．ウミヘビ類を対象とした環境DNA分析の有効性の評価．

第54回沖縄生物学会．琉球大学，2017/5/20
66．徳山孟伸・佐藤行人・戸田　守．琉球列島の無尾目を対象にした環境DNA解析の試み．第56回日本爬

虫両棲類学会．熊本大学，2017/11/25-26.
67．山本拓海・中村　崇．サンゴ礁域におけるイイジマウミヘビの生息状況とサンゴ礁底質環境について. 

第54回沖縄生物学会．琉球大学，2017/5/20
68．山本拓海・中村　崇・戸田　守・城野哲平．沖縄諸島のサンゴ礁におけるイイジマウミヘビの微環境

利用．第56回日本爬虫両棲類学会．熊本大学，2017/11/25-26.
69．小林大純・前田　健・佐藤真央・立原一憲．琉球列島の地下洞穴に出現するカワアナゴ属魚類の遺伝・

形態学的特性．2017年度日本魚類学会．北海道大学，2017/9/15-18
70．小林大純・前田　健・山平寿智．琉球列島のアンキアライン洞窟におけるカワアナゴ属魚類の感覚器
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の特殊化．第65回日本生態学会大会．札幌コンベンションセンター，2018/3/15（ポスター発表）

71．Mandagi I.F., Lawelle S.A., Masengi K.W.A., Mokodongan D.F., Nagano A.J., Matsunami M., Kimura R., 
Yamahira K. Highly-structured freshwater fish populations within a single river system. 第65回日本生態学会

大会．札幌コンベンションセンター，2018/3/16（ポスター発表）

72．Nobu S., Mokodongan D.F., Nagano A.J., Matsunami M., Kimura R., Yamahira K. Just-completed sympatric 
speciation in an ancient lake. 第65回日本生態学会大会．札幌コンベンションセンター，2018/3/16（ポス

ター発表）

73．山平寿智．メダカの緯度クラインの研究：生活史から種分化へ．自由集会‘外温動物にみられる生活史

形質の緯度クライン’第65回日本生態学会大会．札幌コンベンションセンター，2018/3/14
74．後藤栞・竹下和貴・大林翼・曾根輝雄・松浦　優・菊池義智．おデブは謎だが役に立つ!?~Burkholderia

の形がホソヘリカメムシ共生時に変化するのはなぜ?　環境微生物系学会合同大会．東北大学川内北

キャンパス，2017/8/29-31
75．菊池義智・竹下和貴・松浦　優・孟　憲英・新里尚也・三谷恭雄．カメムシ類における垂直伝達を伴

わない細胞内共生．環境微生物系学会合同大会．東北大学川内北キャンパス，2017/8/29
76．Kuechler S. M., Matsuura Y. Evolution of bacteriome-associated symbiosis in lygaeoid bugs (Lygaeoidea). 

第62回日本応用動物昆虫学会大会 小集会KAMEMUHI TODAY 2018. 鹿児島大学郡元キャンパス，

2018/3/26.
77．栗原駿太・竹下和貴・松浦　優・曾根輝雄,・伊藤英臣・菊池義智．細胞内共生の新規モデル:オオモン

クロナガカメムシ. 第62回日本応用動物昆虫学会大会．鹿児島大学郡元キャンパス，2018/3/27.
78．松浦　優・森山実・Lukasik Piotr・Vanderpool Dan・棚橋薫彦・孟憲英・菊池義智・McCutcheon John・

深津武馬．冬虫夏草はどのようにセミの共生真菌へと進化したのか？　第19回日本進化学会大会．京

都大学吉田キャンパス，2017/8/24
79．下地博之・伊藤英臣・松浦　優・菊池義智. メタゲノムで解き明かすトゲオオハリアリの細菌叢　–

社会に潜むその多様性と分布-．日本生態学会大会第65回全国大会．札幌コンベンションセンター，

2018/3/16
80．北出　理・Yung Chul Park・徳田　岳．韓国産キゴキブリCryptocercus kyebangensisの共生原生生物組成．

日本生態学会第65回大会．札幌コンベンションセンター，2018/3/14-18
81．北本真理奈・徳田　岳・渡辺裕文・有岡　学．シロアリ腸内細菌由来GH11キシラナーゼの生産と機能

解析．日本農芸化学会2018年度大会．名城大学，2018/3/15-18
82．金城幸宏・Thomas Bourguignon・本郷裕一・Nathan Lo・徳田　岳．ムカシシロアリおよびキゴキブリ

の細胞内共生細菌ゲノムの平行退縮進化．平成30年度 蚕糸・昆虫機能利用学術講演会．名古屋大学，

2018/3/19-20
83．重信 秀治・林 良信・三浦 徹・前川 清人・徳田　岳・北條　優・ 矢口　甫・宮崎智史・松波雅俊・

豊田　敦．シロアリにおける社会性進化のゲノム基盤の解明．日本動物学会第88回大会.　富山県民会

館，2017/9/21-23
84．徳田　岳・福井知穂・松浦　優・渡辺裕文・藤島政博．タカサゴシロアリの腸内共生スピロヘータに

よるキシラン分解．第62回日本応用動物昆虫学会大会．鹿児島大学郡元キャンパス，2018/3/25-27
85．内貴章世・加藤英寿・邑田　仁・東馬哲雄. シマザクラ属（アカネ科）の系統分類. 日本植物分類学会

第17回大会. 金沢歌劇座. 2018/3/8

86．栄村奈緒子・内貴章世・梶田　忠・吉永　新・高部圭司・本庄三恵・工藤　洋. クサトベラの種子散

布に関わる果実二型の比較トランスクリプトーム解析. 第65回日本生態学会大会. 札幌コンベンション

センター . 2018/3/17
87．田中伸幸・ムームーアウン・田金秀一郎・田中法生・秋山　忍・伊藤　優・大井東馬哲雄・保坂健太郎・

辻　彰洋・大村嘉人・樋口正信・永益英敏・内貴章世・邑田　仁・ピューピューニン・ワーワーリン・

タウンナインウー . インベントリーによるミャンマーの生物多様性解明と植物誌編纂のための基盤構
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築. 日本植物分類学会第17回大会. 金沢歌劇座. 2018/3/8
88．寺嶋芳江.沖縄県のOdontotermies formosanus菌園成分のオオシロアリタケ属菌Termitomyces spp.による

分解．環境微生物系学会合同大会2017．東北大学，2017/8/29-31
89．寺嶋芳江・渡辺和夫・金子周平・今井和重・中山　敬．ブータン王国西部におけるシイタケ栽培の現状．

日本きのこ学会第21回大会．宮崎市民プラザ，2017/9/6- 8 

感染生物学部門

90．Iizasa E, Uematsu T, Chuma Y, Kiyohara H, Kubota M, Matsuzaki G, Umemura M, Yamasaki S, Yoshida H, 
Hara H. Two ITAM-coupled receptors recognizing Mycobacterial mycolic acid-containing lipids and having the 
different roles. 第46回日本免疫学会学術集会．仙台国際センター，2017/12/12-14

91．Iizasa E., Uematsu T., Chuma Y., Kiyohara H., Kutobta M., Umemura M., Matsuzaki G., Yamasaki S., Hara 
H. Two distinct ITAM-coupled receptors recognize mycobacterial mycolic acid-containing lipids and differently 
regulate immune responses. Cytokines 2017. Ishikawa Ongakudo. Kanazawa, Ishikawa, Japan. 29 Oct. -2 Nov. 
2017

92．Umemura M., Okamoto-Y. Y., Yahagi A., Nakae S., Iwakura Y., Takaesu G., Matsuzaki G. Involvement of 
IL-17A-producing TCR γδ T cells in late protective immunity against pulmonary Mycobacterium tuberculosis 
infection. IMMUNOLOGY 2017TM AAI Annual Meeting, Walter E. Washington Convention Center, Washington, 
DC, USA, 12-16 May 2017

93．Umemura M., Okita Y., Matsuzaki G. Antimicrobial activity against Listeria monocytogenes induced by 
interleukin-22 on hepatocytes. Cytokines 2017. Ishikawa Ongakudo. Kanazawa, Ishikawa, Japan. 29 Oct. -2 
Nov. 2017

94．Umemura M., Touyama S., Tamura T., Nakae S., Iwakura Y., Matsuzaki G. Identification of IL-17F-
producing cells during mycobacterial infection. The 52nd U.S.-Japan Cooperative Medical Sciences Program: 
Mycobacteria Panel Meeting. Niigata Medhical Professionals Development Center. Niigata, Japan. 15-16 Mar 
2018

95．Iizasa E., Uematsu T., Kiyohara H., Chuma Y., Kubota M., Umemura M., Matsuzaki G., Yamasaki S., Yoshida 
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人類学会大会. 東京大学, 2017/11/3.
178．近藤香那⼦, 一色真理子, 中伊津美, 古澤拓郎, 木村亮介, 夏原和美, 山内太郎, 中澤　港, 石田貴文, 稲岡　

司, 松村康弘, 大塚柳太郎, 大橋順. オセアニア地域集団における BMI・脂質代謝と関連する SNP の探

索. 第71回日本人類学会大会. 東京大学, 2017/11/4.
179．中伊津美, 古澤拓郎, 木村亮介, 夏原和美, 山内太郎, 中澤　港, 安高雄治, 石田貴文, 稲岡　司, 松村康

弘, 大塚柳太郎, 大橋　順. オセアニア集団における CREBRF遺伝子非同義変異と BMI との関連. 第71
回日本人類学会大会. 東京大学, 2017/11/4.

180．木村亮介, ヒト頭蓋顔面形態の多様性とその遺伝的基盤.　シンポジウム「人類進化：多様なアプロー

チ」, 日本人類遺伝学会第62回大会. 神戸国際会議場, 2017/11/18.
181．佐藤丈寛, 安達登, 木村亮介, 米田穣, 太田博樹, 田嶋敦, 豊田敦, 松前ひろみ, 小金渕佳江, 清水健太郎, 

埴原恒彦, ウェーバーアンジェイ, 加藤博文, 石田肇. 古代ゲノム解析から推定される北アジア人の人

類集団史．日本人類遺伝学会第62回大会. 神戸国際会議場, 2017/11/18.
182．木村亮介. ヒトの顔多様性の遺伝学. 金沢大学革新ゲノム情報学セミナー . 金沢大学, 2017/12/12.
183．栗原晴子・津木あさみ・三村泉美・本郷宙軌・Reimer J.D.・渡邊敦・Golbuu Y (2017) 高 CO2・高水

温環境にサンゴは適応可能か？ 日本サンゴ礁学会第20回大会. 東京工業大学，2017/11/23-26
184．本郷宙軌・栗原晴子・木口雅司・Golbuu Y. (2017) 沿岸防災に向けたグリーンインフラストラクチャー：

サンゴ礁形成の例．第４紀学会．福岡大学，2017/8/26-30
185．Otto E I., Hongo C. Mimura I., Kurihara H. (2017) The evaluation of sewage on coral reefs, a case study in 

Malakal Bay, Palau. 日本サンゴ礁学会第20回大会．東京工業大学，2017/11/23-26 
186．本郷宙軌・栗原晴子・Golbuu Y.・木口雅司（2017）サンゴ礁生態系に注目したグリーンインフラスト

ラクチャー ―強大化台風と海面上昇に対する適応策―．日本サンゴ礁学会第20回大会．東京工業大

学，2017/11/23-26 
187．渡邉　敦・栗原晴子・本郷宙軌・三村泉美・河井　崇・Marine G.・Yimnang G. (2017) パラオサンゴ

礁における石灰化速度の時空間的特性．日本サンゴ礁学会第20回大会．東京工業大学，2017/11/23-26
188．岨康輝・酒井康祐・本郷宙軌・山口耕生・田中健太郎・白井厚太朗・栗原晴子・Yimnang Golbuu 塊

状ハマサンゴ骨格の化学組成・同位体比を用いたパラオ・アイライ湾の土砂流入量復元．日本サンゴ

礁学会第20回大会．東京工業大学，2017/11/23-26
189．中村　崇 (2017) 石西礁湖の状況について．環境省 白化緊急対策会議．沖縄，2017/4/
190．中村　崇（2017) 大規模白化現象とサンゴ礁生態系での課題・対策．サンゴ礁に関する地域住民向け

講演会．沖縄，2017/6
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191．中村　崇・小島　香・池内絵里・石持みずき・児玉悠仁．石西礁湖のサンゴ群集と大規模白化現象．

第51回ビブリオシンポジウム特別セッション．石垣市ホテルミヤヒラ，2017/10/
192．池内絵里・井口　亮・中村　崇 （2017) 魚類は白化したハマサンゴを見分けるか～長期モニタリング

によるアプローチ～ 、第20回日本サンゴ礁学会．東京，2017/11/
193．小島香菜・Afzal, M.S.・石持みずき・八木美沙希・德田侑大・中村　崇. 八重山における2016 年のサ

ンゴ群集白化後の状況、第20回日本サンゴ礁学会．東京，2017/11/
194．石持みずき・池内絵里・井口　亮・中村　崇. 瀬底島におけるコユビミドリイシの繁殖投資量の年比較、

第20回日本サンゴ礁学会．東京，2017/11/
195．中村　崇  (2018) 地球規模／地域規模での環境ストレスの脅威にさらされるサンゴ礁保全のために

できることは？ 笹川平和財団海洋政策研究所 第150回海洋フォーラム 海洋/沿岸域の資源管理－持

続可能な開発目標（SDGs）の実施とブルーエコノミーの推進に向けた太平洋小島嶼国の視点．東京.，
2018/3/

196．藤井琢磨・Reimer J.D. (2017) 琉球列島内湾浅海域から得られたヤギ類を覆うスナギンチャクについ

て．日本動物分類学会第53回大会．横浜，3-4/Jun/2017
197．林　希奈・Reimer J.D.・立原一憲 (2017) 沖縄島西海域におけるクマノミ類の多様性に影響を与える

要因．日本魚類学会年会．北海道大学，2017/9/15-18
198．Reimer J.D., Santos M., Kise H., Soong K. (2017) Diversity and ecology of Zoantharia in Dongsha Atoll and 

the South China Sea. 日本刺胞動物談話会．奄美，6-9/Oct/2017
199．櫛田優花・Reimer J.D. (2017) ウミエラ類の多様性および系統学．日本刺胞動物談話会．奄美，6-9/

Oct/2017
200．喜瀬浩輝・Reimer J.D. (2017) パラオにおけるスナギンチャク類の多様性．日本刺胞動物談話会．奄美，

6-9/Oct/2017
201．Reimer J.D., Santos M., Kise H., Montenegro J., Garcia-Hernandez J., Hoeksema B. (2017) カリブ海産スナ

ギンチャク類について．我が国の刺胞動物研究の発展．千葉，16/Oct/2017
202．水山　克・Dudley K.L.・井口　亮・Economo E.P.・Reimer J.D. (2017) 沖縄の潮間帯における貝類

群集の類似度と排水効果の関連性ー過去と現在ー．日本サンゴ礁学会第20回大会. 東京工業大学，

2017/11/23-26
203．久保村俊己・Reimer J.D. (2017) 沖縄島におけるリュウモンサンゴ属群で見られる黒帯状サンゴ病の

発現状況．日本サンゴ礁学会第20回大会. 東京工業大学，2017/11/23-26
204．福永耕大・山科芙美香・竹村明洋・太田菜月・竹内悠記. 産卵期におけるカンモンハタ脳内の生殖ホ

ルモン遺伝子と時計遺伝子の月周性発現変動. 魚類の全身および組織の透明化の試み. 平成30年度日

本水産学会春季大会．東京海洋大学，2018/3/27-31
205．和泉遼太郎・比嘉妃奈子・竹村明洋. LEDを利用した光条件操作によるミドリイシ属サンゴ類の成長

促進. 日本サンゴ礁学会第20回大会．東京工業大学大岡山キャンパス，2017/11/23-26
206．竹村明洋・山内千裕・Mahardini Angka・和泉遼太郎・福永耕大・宇田川伸吾・Tan Ee Suan. 海洋生物

の成熟と成長を光で制御する．超異分野学会琉球フォーラム．沖縄銀行本店，2017/8/25
207．Tan E.S., Izumi R., Ishii T., Takeuchi Y., Takemura A. Physiological characterization of oocyte development in 

the scleractinian coral, Acropora tenuis. 日本サンゴ礁学会第20回大会．東京工業大学大岡山キャンパス，

2017/11/23-26
208．宇田川伸吾・竹村明洋・竹内悠記. 次世代シーケンサーを用いたベラ科魚類の脳における水圧変動関

連遺伝子の検索. 平成30年度日本水産学会春季大会．東京海洋大学，2018/3/27-31
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【受　賞】

島嶼多様性生物部門

1．後藤　栞・竹下和貴・大林　翼・曾根輝雄・松浦　優・菊池義智.　 環境微生物系学会合同大会2017学部・

修士課程部門 優秀ポスター賞「おデブは謎だが役に立つ!?~Burkholderiaの形がホソヘリカメムシ共生時

に変化するのはなぜ?」環境微生物系学会合同大会．東北大学川内北キャンパス，2017/8/31
2．若杉有紀・東浩　司・内貴章世・西田佐知子. 第12回日本植物分類学会論文賞：Y. Wakasugi, Azuma 

H., Naiki A., Nishida S.（2017） Morphological and Molecular Phylogenetic Analyses of Geranium yesoense 
(Geraniaceae) in Japan. Acta Phytotaxonomica et Geobotanica 68: 129-144.

応用生命情報学部門

3．新里尚也. 琉球テックプランター・リバネス賞：「沖縄微生物ライブラリーの構築と産業活用」琉球テッ

クプランター．2017/12/16

陸海フィールド生態学分野

4．18th Ecological Research Paper Award. 授与機関：日本生態学会. 受賞論文：Kusumoto B., Shiono T., Konoshima 
M., Yoshimoto A., Tanaka T., Kubota Y.（2018） How well are biodiversity drivers reflected in protected areas? A 
representativeness assessment of the geohistorical gradients that shaped endemic flora in Japan. Ecological Research 32: 
299-311.

【その他（資料・解説等）】

サンゴ礁生物科学部門

1．中野義勝（著）（2017）「日本サンゴ礁学会の取り組みと今後への提言」日本サンゴ礁学会誌　第19巻，77-
85

2．中野義勝（著）（2017）「瀬底研究施設敷地内の貝塚「瀬底唐泊遺跡」について」臨海･臨湖 34: 29-33
3．山城秀之・渡邊謙太・西原千尋・安田直子（2017） 名護市大浦湾のアオサンゴ群落の保全に向けた生殖

等の基礎調査．自然保護助成基金成果報告書 Vol. 25: 242-248
4．山城秀之 （2017） 変わりゆく沖縄の海　美しいサンゴ礁を守り 続けていくために．サンゴ飼育完全マ

ニュアル 笠倉出版

島嶼多様性生物部門

5．山平寿智（2017）メダカ科魚類の鰭の形態と機能の多様性について．月刊アクアライフ 2017-11．エム

ピージェー．神奈川, pp. 66-67.
6．山田香織・川西祐一・山田明徳・徳田　岳・前川秀彰（2017）沖縄の風土と多様な生物種〜それらのゲ

ノムに潜む動く遺伝子〜．有害生物14: 75-81.
7．徳田　岳（2017）シロアリ社会性の発達と木質消化. 昆虫と自然 52(7): 38-40.

感染生物学部門

8．梅村正幸（2018）「助成金受領から10年を経て〜2008年度内藤記念科学奨励金・研究助成・内藤記念

女性研究者研究助成金受領者からのメッセージ」内藤財団時報. 第101号. 財団法人内藤記念科学財団. 
2018.03.20発行

客員研究部門

9．池内絵里・井口　亮・中村　崇　（2018）　塊状ハマサンゴ群体の非白化部位に集中した魚類によるか

じり取り痕．沖縄生物学会誌,(56): 53-56. 
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【外部資金獲得状況】
　＜科学研究費助成事業＞　　 （単位：千円）

No. 研究種目 代表/分担 氏　名 期　　間
H29年度
獲  得  額 備　考

1 代　表 波利井佐紀 H28～H31年度 11,570 間接経費含む

2 基盤研究 （Ａ）一般 代　表 徳田　岳 H29～H33年度 10,140 間接経費含む

3 代　表 梶田　忠 H29～H31年度 16,380 間接経費含む

4 基盤研究 （Ａ）海外 代　表 山平寿智 H29～H32年度 14,950 間接経費含む

5

基盤研究 （Ｂ）一般

代　表 酒井一彦 H27～H29年度 2,821 間接経費含む

6 代　表 新里尚也 H28～H32年度 4,290 間接経費含む

7 代　表 寺嶋芳江 H27～H31年度 2,860 間接経費含む

8 代　表 梶田　忠 H27～H30年度 4,160 間接経費含む

9

基盤研究 （C）一般

代　表 戸田　守 H27～H29年度 1,040 間接経費含む

10 代　表 守田昌哉 H28～H30年度 1,950 間接経費含む

11 代　表 梅村正幸 H27～H29年度 1,503 前年度の繰越・

間接経費含む

12 代　表 高江洲義一 H27～H29年度 1,240 前年度の繰越・

間接経費含む

13 代　表 新川　武 H27～H29年度 780 間接経費含む

14 代　表 稲福征志 H28～H30年度 1,170 間接経費含む

15
挑戦的萌芽研究

代　表 徳田　岳 H27～H29年度 1,170 間接経費含む

16 代　表 梶田　忠 H27～H29年度 650 間接経費含む

17 代　表 渡辺　信 H28～H30年度 650 間接経費含む

18

若手研究（Ｂ）

代　表 城野哲平 H29～H31年度 1,820 間接経費含む

19 代　表 和智仲是 H27～-H29年度 780 間接経費含む

20 代　表
Frederic 
Sinniger H29～H30年度 2,600 間接経費含む

21 代　表 伊藤通浩 H29～H30年度 2,990 間接経費含む

22 代　表 玉城志博 H29～H30年度 2,210 間接経費含む

23 代　表 遠山弘法 H29～H31年度 1,950 間接経費含む

24
特別研究員奨励費

代　表 山平寿智 H28～H30年度 600 間接経費なし

25 代　表 波利井佐紀 H28～H30年度 1,100 間接経費なし

26 代　表 徳田　岳 H29～H31年度 1,000 間接経費なし

27  国際共同研究加速基金

（国際共同研究強化）
代　表 波利井佐紀 H28～H31年度 14,430 間接経費含む

（研究機関合計）

28
基盤研究 （Ｓ）一般

分　担 波利井佐紀 H28～H32年度 650 間接経費含む

29 分　担 酒井一彦 H26～H30年度 3,835 間接経費含む

30

基盤研究 （Ａ）一般

分　担 波利井佐紀 H29～H31年度 546 間接経費含む

31 分　担 波利井佐紀 H29～H31年度 1,235 間接経費含む

32 分　担
Frederic 
Sinniger H29～H31年度 1,170 間接経費含む

33 基盤研究 （Ａ）海外 分　担 酒井一彦 H28～H31年度 1,690 間接経費含む

34

基盤研究 （Ｂ）一般

分　担 酒井一彦 H28～H31年度 520 間接経費含む

35 分　担 酒井一彦 H28～H31年度 260 間接経費含む

36 分　担 山城秀之 H27～H29年度 1,430 間接経費含む

37 分　担 渡辺　信 H29～H32年度 195 間接経費含む

38 分　担 渡辺　信 H29～H32年度 780 間接経費含む

39 基盤研究 （Ｂ）海外 分　担 酒井一彦 H28～H31年度 455 間接経費含む

40

基盤研究 （C）一般

分　担 山平寿智 H29～H31年度 1,300 間接経費含む

41 分　担 守田昌哉 H28～H30年度 390 間接経費含む

42 分　担 玉城志博 H27～H29年度 650 間接経費含む

43 分　担 梅村正幸 H27～H29年度 300 間接経費なし

44 分　担 内貴章世 H25～H28年度 910 間接経費含む

45

挑戦的萌芽研究

分　担 山平寿智 H28～H30年度 390 間接経費含む

46 分　担 和智仲是 H29～H31年度 400 間接経費含む

47 分 担 松浦　優 H28～H29年度 253 間接経費なし
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【外部資金獲得状況】
　＜その他の競争的資金＞ （単位：千円） 

No. 事業名・研究題目 支出機関名
本学研究

担当者氏名
期　間

H29 年度
獲  得  額 備考

1 国立遺伝学研究所「共同研究（A）」「スラウェシ島のメ
ダカにおける性染色体のターンオーバーの進化的役割」

国立遺伝学
研究所

山平寿智 H29年度 120

2 公益信託ミキモト海洋生態研究助成
公益信託ミキ
モト海洋生態
研究助成基金

小林大純 H29年度 785

3 一般研究助成
公益財団法人
発酵研究所

松浦　優
H29～30

年度
3,000 期間

総額

4
前田記念工学財団研究助成「河川および下水処理水を
通じたサンゴ礁への陸域微生物の流入とサンゴへの感
染の実態評価」

公益財団法人　
前田記念工学財団

伊藤通浩 H29年度 1,000

5 オニヒトデ成体モニタリング
一般財団法人
沖縄環境科学
センター

酒井一彦
H27〜29

年度
2,322 間接経

費込

6 沖縄美ら島財団助成事業「西表島の石灰岩地における
希少植物ホットスポットを規定する要因の検証」

一般財団法人
沖縄美ら島財団

内貴章世
H28～29

年度
716 期間

総額

7 JICA 草の根技術協力事業
ブータン西部キノコ生産農家の生活向上プロジェクト

JICA 寺嶋芳江 H29年度 15,000

8 中部大学 問題複合体を対象とするデジタルアース共同
利用・共同研究拠点 特定課題研究

中部大学 渡辺　信 H29年度 600 期間
総額

9 沖縄島の内湾性大型甲殻類相の解明、及び30年前の種
類相との比較

公益財団法人
水産無脊椎動
物研究所

吉田隆太 H29年度 700 期間
総額

No. 事業名・研究題目 支出機関名
本学研究

担当者氏名
期　間

H29年度
獲  得  額 備考

1
平成29年度成長分野リ－ディングプロジェクト創出事

業「沖縄の微生物資源を活用した創薬研究基盤ライブラ

リーの構築と先端創薬技術開発事業」

公益財団法人 
沖縄科学技術 
振興センター

新里尚也 H29年度 15,699
間接経

費込

2 「赤土流出対策資材の環境影響確認」 (株)デンカ 伊藤通浩 H29年度 950
間接経
費込

3 平成28年度委託プロジェクト研究「地域の農林水産物・

食品の機能性発掘のための技術開発」

農林水産技術
会議

岩崎公典
H28～

32年度
2,470

間接経
費込

4

知的・産業クラスター形成推進事業(ベンチャー創出支

援事業)委託業務「沖縄県北部産島野菜の免疫調節機能及

び抗腫瘍機能を活用した健康食品及び医薬品の開発・事

業化」

沖縄県 岩崎公典
H26～

28年度
1,495

間接経
費込

5 沖縄科学技術イノベーションシステム構築事業「機能性

食素材としての高機能フコキサンチン誘導体の開発」
沖縄県 屋　宏典

H29～

31年度
3,499

間接経
費込

6 うちなー島ヤサイ商品化支援技術開発事業「ニガナの抗

肥満作用に関する研究」

沖縄県農業研
究センター

屋　宏典 H29年度 2,498
間接経

費込

7

感染症実用化研究事業 新興・再興感染症に対する革新

的医薬品等開発推進研究事業「結核菌初回感染・再燃発

症を標的とした予防法及び多剤耐性結核菌に有効な治療

薬の開発に向けた研究」「結核菌感染の病態形成における

IL-17を中心としたサイトカイン・ネットワークの解明

及びそれを用いた抗結核防御応答の開発」

国立研究開発
法人 日本医
療研究開発機
構 （AMED）

梅村正幸
H28～

30年度
2,200

間接経

費込

8
日米医学協力計画 抗酸菌専門部会「肺結核における

IL-17サイトカイン･ファミリー依存性免疫応答の解

明」

国立研究開発
法人 日本医
療研究開発機
構 （AMED）

梅村正幸
H28年度

～
200

日米医学

協力計画 

抗酸菌症

部会経費

　＜受託研究＞　 （単位：千円） 
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No. 事業名・研究題目 支出機関名
本学研究

担当者氏名
期　間

H29年度
獲  得  額 備考

9 沖縄科学技術イノベーションシステム構築事業「フラ

ビウイルスに対する新規ワクチン開発」

公益財団法人 
沖縄科学技術 
振興センター

新川 武
H27～29

年度
5,000

間接経
費込

10 沖縄科学技術イノベーションシステム構築事業「蛇毒

抗毒素治療薬の開発」

公益財団法人 
沖縄科学技術 
振興センター

玉城志博
H29～31

年度
5,000

間接経

費込

　＜民間等との共同研究＞　 （単位：千円） 

No. 相手方機関名
本学研究

代表者氏名
期　間

H29年度
獲  得  額 備考

1 日本ビーシージー製造株式会社 松崎吾朗
2016.8.1～
2017.7.31

1,100

2 日本ビーシージー製造株式会社 梅村正幸
2017.8.1〜
2018.07.31

1,500

3 株式会社沖縄リサーチセンター 新川　武 H29年度 595

4 日本ランチェスター工業 屋　宏典
H29～

30年度
1,000

5 株式会社ファイトロックス 屋　宏典 H29年度 374

6 全薬工業会社 屋　宏典
H29～

30年度
1,000

　＜寄付金＞　　 （単位：千円） 

No. 寄 附 金 支 出 元 受入研究者氏名 期　間 受入額 備考

1 ハウスウェルネスフーズ株式会社 松崎　吾朗 600

2 稚サンゴの高温耐性に関する研究

一般社団法人

水産土木建設

技術センター

波利井佐紀 H29年度 2,200 間接経費込
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　＜学内予算＞ （単位：千円） 

№ 事業名・研究題目 代表者氏名 期間
H29年度
獲得額

備考

1
研究プロジェクト推進経費（戦略的研究推進経費）

「革新エコモルフォロジー：ゲノミクスで拓かれる形態学の新
しい世界」

山平寿智
H28〜

30年度
8,000

理・農・
医との共
同申請

2 ラオス国教育支援事業（派遣）「ラオス・メコン川中流域の淡
水魚類相の合同調査」

小林大純 H29年度 100

3 科研費等獲得インセンティブ経費 山平寿智 H29年度 1,000

4 高度統合型熱帯海洋科学技術イノベーション創出研究拠点形成
事業（国内外からの研究者招へい）

山平寿智 H29年度 164

5 高度統合型熱帯海洋科学技術イノベーション創出研究拠点形成
事業（大学院生海外研修・調査等）

小林大純 H29年度 150

6 研究プロジェクト推進経費経費（萌芽研究） 新川　武 H29年度 1,600 代　表

7 産学官金共同研究スタートアップ支援事業 新川　武 H29年度 540 代　表

8 産学官金共同研究スタートアップ支援事業 玉城志博 H29年度 540 代　表

9 戦略的研究プロジェクト（とんがり研究）「気候変動へ琉球列
島のサンゴはどのように反応するのか？」

酒井一彦 H29年度 1,300

10 研究プロジェクト推進経費経費（萌芽研究） 戸田　守 H29年度 1,600 分　担

11
研究プロジェクト推進経費（戦略的研究推進経費）「西表島の
フロラ：網羅的全島調査と定量的評価に基づく世界最先端の植
物相研究」

内貴章世
H29〜

31年度
6,000 代　表

12 熱帯生物圏研究センタープロジェクト推進経費 渡辺　信
H29〜

31年度
3,000
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教育活動
【学部教育】

No. 担当者 授業科目等 対  象【受講者数】 学期 備　考

1 高相徳志郎 自然系特別講義Ⅱ（沖縄の景観と植物） 共通教育科目【46】 後期

2 戸 田　 守 琉球の自然 共通教育科目【117】 前期 オムニバス形式

3 戸 田　 守 琉球の自然保護 共通教育科目【65】 後期 オムニバス形式

4 戸 田　 守 動物分類学 理学部・海洋自然【60】 後期

5 徳 田　 岳 生物学野外実習 理学部海洋自然科学科【11】 前期
生物系関連教
員による分担

6 徳 田　 岳 分子細胞生物学 理学部海洋自然科学科【47】 後期

7 徳 田　 岳 熱帯生命機能学実習Ⅶ 理学部海洋自然科学科【24】 後期

8 分生研教員 生命科学入門 共通教育科目【19】 前期
分生研教員
10 名による
リレー講義

9 新里　尚也 環境衛生工学 工学部環境建設工学科【20】 後期

10 伊藤　通浩 キャリア形成入門
共通教育科目【100 ( 同一
の 2 科目の合計）】

後期 オムニバス形式

11 岩崎　公典
農学部教員

生物資源利用とサイエンス 共通教育科目【100】 前期
農学部教員
によるオム
ニバス形式

12 岩崎　公典 栄養学 共通教育科目【10】 前期
管理栄養士
養成コース

13 松﨑　吾朗 細菌学（非常勤講師） 医学部医学科【100】 前期 分　担

14 松﨑　吾朗 免疫学 （非常勤講師） 医学部医学科【100】 前期 分　担

15 高江洲義一 細 菌 学 医学部医学科（M2）【100】 前期 分　担

16 高江洲義一 細菌学実習 医学部医学科（M2）【100】 前期 分　担

17
松﨑　吾朗
梅村　正幸
高江洲義一

医科学研究 医学部医学科（M3）【1】 後期

18 松﨑　吾朗 免 疫 学 島根大学医学部医学科
【100】 前期

非常勤講師
・分担

19 松﨑　吾朗
高江洲義一

基礎配属実習
新潟大学医学部医学科
（M4）【2】 後期

20 新川　　武
玉城　志博

M ３医科学研究 医学部医学科【4】 後期

21

酒井　一彦
波利井佐紀
守田　昌哉
山城　秀之

沖縄のサンゴ礁 共通教育科目【112】 後期 リレー講義

22 瀬底研究施
設教員全員

公開臨海実習
全国の大学学部学生・大学
院生【28】 － 2017.8.27～9.2

23

成 瀬　 貫
渡辺　　信
梶田　　忠
内貴　章世
酒井　一彦

亜熱帯－西表の自然 共通教育科目 前期
分担講義
・実習

24

成瀬　　貫
渡辺　　信
梶田　　忠
内貴　章世
酒井　一彦

亜熱帯－西表の自然 共通教育科目【17】 前期
分担講義
・実習

25 渡 辺　 信
農学部教員他

熱帯農学総合実習
佐賀大・琉球大の農学系単
位互換希望者【1】 前期

分担講義
・実習

─ 64 ─



No. 担当者 授業科目等 対　象【受講者数】 学期 備　考

1 山平寿智 進化生態学特論 理工学研究科・博士前期課程【3】 前期

2 山平寿智 Advanced Evolutionary Ecology 理工学研究科・博士前期課程【3】 前期

3 山平寿智
Evolutionary Biology of Tropical 
Organisms

理工学研究科・博士後期課程【5】 後期

4 高相徳志郎 植物形態学特論 理工学研究科・博士前期課程【11】 前期

5 戸田　守 動物系統学特論 理工学研究科・修士【8】 前期

6 徳田　岳 植物生分解学特論 理工学研究科・博士前期課程【1】 後期

7 松﨑吾朗 亜熱帯医学概論 医学研究科・博士課程後期【20】 通年 分担

8 松﨑吾朗 病因病態学概論 佐賀大学大学院医学研究科・修士課程【10】 通年 分担

9 梅村正幸 大学院特別講義 新潟大学大学院医歯学総合研究科【30】 通年 非常勤講師

10 山城秀之 サンゴ病理特論 理工学研究科・博士後期課程【1】 前期

11 山城秀之 サンゴ礁生物相互作用論 理工学研究科・博士前期課程【12】 後期

12 酒井一彦
Evolutionary Ecology or Reef 
Animals

理工学研究科・博士前期課程【3】 後期

13 酒井一彦 海洋生態学特論 理工学研究科・博士前期課程【1】 後期

14 守田昌哉 進化生殖生物学 理工学研究科・博士前期課程【2】 前期

15 守田昌哉 生殖生物学特論 理工学研究科・博士前期課程【2】 後期

16 守田昌哉
Advanced Seminar of Evolutionary 
Reproductive biology

理工学研究科・博士前期課程【2】 前期

17 守田昌哉
Advanced Seminar of Reproductive 
Biology

理工学研究科・博士後期課程【1】 後期

18 波利井佐紀 Advanced in Marine Biology 理工学研究科・博士前期課程【2】 後期

19 波利井佐紀 Ecology of tropical coasts 理工学研究科・博士後期課程【1】 後期

20 内貴章世 植物系統・地理学特論 理工学研究科・博士前期課程【1】 前期

21 寺嶋芳江 熱帯生物資源学特論Ⅰ 農学研究科・博士前期課程【19】 前期

22 寺嶋芳江 熱帯生物資源学特論Ⅱ 農学研究科・博士前期課程【18】 前期

23 渡辺　信 熱帯森林資源学特論Ⅰ 農学研究科・博士前期課程【5】 前期

台風で西原

の集中講義

に変更

24 渡辺　信 熱帯森林資源学特論Ⅱ 農学研究科・博士前期課程【5】 前期

台風で西原

の集中講義

に変更

【大学院教育】
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教育活動
【修士論文】

研究科名 学生名 論文タイトル 指導教員

理工学研究科

Cristiana 
Manullang

Effect of elevated CO2 concentration on zooxanthellate reef corals 
Acropora digitifera and Montipora digitata 酒井　一彦

佐久本加奈子
異種間受精をするミドリイシ属サンゴにおける受精選択と集

団形成に関する研究
守田　昌哉

【博士論文】

研究科名 学生名 論文タイトル 指導教員

理工学研究科 Rian Prasetia

The role of mesophotic corals to shallow reef recovery: studies on 
sexual reproduction and physiology of Seriatopora hystrix
浅場サンゴ礁回復への深場サンゴの役割：トゲサンゴの有

性生殖および生理学的研究

波利井佐紀

鹿児島大学大

学院連合農学

研究科

Mutanda 
Ishmael

Studies on Isoprene Emission from Tropical Trees: Molecular 
Characterization of Regulatory Mechanism and Optimization of 
Emission Model
熱帯樹木のイソプレン放出に関する研究－放出制御の分子

メカニズムと放出予測式の最適化－

屋　　宏典
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No 担当者 授業科目等 対象【参加者数】 開催場所 開催年月 備　考

1 徳田　　岳

松浦　　優

開邦高校インターン

シップ受入

開邦高校生徒

【3】
分子生命科学

研究施設
2017.9.25～9.27

2 伊藤　通浩 農業と環境

沖縄国際大学

経済学部学生

【40】
沖縄国際大学 2016.12.6～12.13 非常勤講師

3 岩崎　公典
開邦高校インターンシッ

プ受入

開邦高校生徒

【5】
分子生命科学研

究施設
2017.09.25～9.27

4 梅村　正幸 生化学
看護学科１年

【83】

学校法人おもと

会沖縄看護専門

学校

2017.4.13～8.16

5 梅村　正幸 微生物学
看護学科１年

【128】

那覇市医師会

那覇看護専門学

校

2006.10.6～9.22

6 梅村　正幸 生化学
看護学科１年

【126】

那覇市医師会 

那覇看護専門学

校

2010.2.8～8.3.5

7
松﨑　吾朗

梅村　正幸 
高江洲義一

開邦高等学校インターン

シップ

開邦高等学校理

数科生徒【3】
分子生命科学研

究施設
2017.9.25～9.27

8 梅村　正幸 細菌学 大学院生【10】
新潟大学大学院医

歯学総合研究科

2017.4.1～
2018.3.31 非常勤講師

9
高江洲義一 
松浦　　優 
稲福　征志

子供科学人材育成事業

「サイエンス・リーダー

育成講座（遺伝子科学

コース・前半）」

県内高校生【9】
医学部生化学実

習室
2017.8.11～8.13 沖縄県委託

事業

10
高江洲義一 
松浦　　優 
稲福　征志

子供科学人材育成事業

「サイエンス・リーダー

育成講座（遺伝子科学

コース・後半）」

県内高校生【5】
分子生命科学研

究施設、沖縄科学

技術大学院大学

2017.9.16～9.18 沖縄県委託

事業

11 新川 　武
一般臨床医学

（免疫学・感染症学）

医療法人おもと会

沖縄リハビリテー

ション福祉学院理

学療法学・作業療

法学科【78】

医療法人おもと

会沖縄リハビリ

テーション福祉

学院

2018.2.1 非常勤講師

12 新川　　武 JICA 国内研修 JICA 研修生【6】
帯広畜産大学原虫

病研究センター
2017.7.1 非常勤講師

13 新川　　武

Diploma Course on 
Research and Development 
of Products to Meet Publie 
Health Needs

外国人留学生

【15】
長崎大学  

熱帯医学研究所
2017.8.1 非常勤講師

14 中野　義勝
サンゴ礁保全に関する調査

研究市民参加プログラム
市民【21】 瀬底研究施設 2017.5.26～5.29

三 菱 商 事

サ ン ゴ 礁

保 全 プ ロ

ジェクト

15
山平　寿智

高相徳志郎

戸田　　守

開邦高校インターンシッ

プ受入
開邦高校生徒【5】 西原研究施設 2017.9.25～9.27

16 梶田　　忠 特別演習 II・特別研究 II 千葉大学大学院

理学研究科【2】
千葉大学

2017.4.1～
2018.3.31

千葉大学大

学院理学研

究科非常勤

講師（客員

教授）

【その他の教育活動】 
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No 担当者 授業科目等 対象【参加者数】 開催場所 開催年月 備　考

17 梶田　　忠
Practical Course for 
Academic Writing

千葉大学大学院

理学研究科【16】
千葉大学 2017.4.6～4.9

千葉大学大

学院理学研

究科非常勤

講師（客員

教授）

18

渡辺　　信 
梶田　　忠 
内貴　章世 
成瀬　　貫

ワイルドライフサイエンス

実習

京都大学ワイル

ドライフサイエ

ンスリーディン

グ大学院【10】

西表研究施設 2017.11.11～11.15

19 内貴　章世 植物科学野外実習 II 東京大学理学部

4 回生【13】
西表研究施設 2017.5.13～5.17

東 京 大 学

理 学 部

非常勤講師

20 遠山　弘法 植物科学野外実習 II 東京大学理学部

4 回生【13】
西表研究施設 2017.5.13～5.17

神 戸 大 学

理 学 部

非常勤講師

21 内貴　章世 野外実習 II 神戸大学理学部

3 回生【23】
西表研究施設 2017.6.8～6.12

東 京 大 学

理 学 部

非常勤講師

22 渡辺　　信
私立山脇学園中学校

（東京）

山脇学園中学校

生徒・教員【15】
西表研究施設 2017.5.7～5.10

JST・ 中 高

生の科学研

究実践活動

推進プログ

ラム

23 渡辺　　信
都立科学技術高等学校

SSH 実習

都立科学技術高

等学校生徒・教

員【12】
西表研究施設 2017.7.31～8.4

スーパー・

サ イ エ ン

ス・ハイス

ク ー ル 実

習

24 渡辺　　信
神奈川県立厚木高等学校

SSH 実習

厚木高校生徒

【11】
西表研究施設 2017.7.31～8.4

スーパー・

サ イ エ ン

ス・ ハ イ

ス ク ー ル

実習

25 渡辺　　信
山形県立東桜学館高等学

校 SSH 実習

山形県立東桜学

館高等学校生

徒・教員【21】
西表研究施設 2017.12.13～12.14

スーパー・

サ イ エ ン

ス・ ハ イ

ス ク ー ル

実習

26 渡辺　　信
注目の科学者による特別

講演会

山脇学園中学校

生徒・教員自由

参加の高校教

員・生徒【120】

山脇学園中学校 2018.3.24 特別講演会
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No. 氏　名 活　動　内　容 活動期間

1 山平　寿智 日本生態学会九州地区会地区委員 2011.4.1 ～継続中

2 戸田　　守
環境省絶滅のおそれのある野生生物種の選定・評価検討会 爬虫類・両

生類分科会委員
2019 ～継続中

3 戸田　　守 環境省八重山地域外来カエル類防除対策検討委員 2008/3/31 ～継続中

4 戸田　　守 環境省希少野生動植物保存推進員 2008/6/30 ～継続中

5 戸田　　守
環境省奄美・琉球世界自然遺産候補地科学委員会琉球ワーキンググ

ループ委員
2009/3/31 ～継続中

6 戸田　　守 環境省ミヤコカナヘビ生息域外保全検討会委員 2017.4.1 ～継続中

7 戸田　　守 環境省トカゲモドキ類調査手法検討ワーキンググループ委員 2017.4.1 ～継続中

8 戸田　　守 日本爬虫両棲類学会評議員 2017.4.1 ～継続中

9 戸田　　守
沖縄県環境部自然保護課グリーンアノール・タイワンスジオ対策作業

部会委員
2017.4.1 ～継続中

10 戸田　　守 沖縄県環境部自然保護課クジャク対策事業作業部会委員 2017.4.1 ～継続中

11 戸田　　守 沖縄県環境部自然保護課イタチ対策事業作業部会委員 2017.4.1 ～継続中

12 徳田　　岳 日本蚕糸学会九州支部委員会委員 2013.9. ～継続中

13 徳田　　岳 日本動物学会九州支部委員 2016.7. ～継続中

14 新里　尚也 日本微生物生態学会評議員 2017.1.1 ～継続中

15 新里　尚也
沖縄県商工労働部ものづくり振興課の公の施設に係る指定管理者制

度・運用委員会委員
2014.6. ～継続中

16 新里　尚也
沖縄県企画部科学技術振興課の公の施設に係る指定管理者制度・運用

委員会委員
2012.8. ～継続中

17 伊藤　通浩 日本微生物生態学会男女共同参画・ダイバーシティ推進委員会委員 2014.1. ～継続中

18 岩崎　公典 ライフサイエンス研究機能高度化事業 評価委員 2017.4.20 ～ 2018.3.13

19 岩崎　公典 南方資源利用技術研究会庶務幹事 2015.4.1 ～継続中

20 松﨑　吾朗 日本生体防御学会理事 2012.1.1 ～継続中

21 松﨑　吾朗 日本生体防御学会会長 2015.1.1 ～ 2017.3.31

22 松﨑　吾朗 日本免疫学会評議員 2006 ～継続中

23 松﨑　吾朗 日本細菌学会評議員 2012 ～継続中

24 松﨑　吾朗 日本細菌学会九州支部会評議員 2007 ～継続中

25 松﨑　吾朗 沖縄科学技術大学院大学バイオセーフティ委員会委員（委員長） 2007 ～継続中

26 梅村　正幸
文部科学省科学技術政策研究所科学技術動向研究センター科学技術専

門調査員
2012.9.10 ～継続中

27 梅村　正幸 日本生体防御学会　運営委員 2015.4.1 ～継続中

28 梅村　正幸 日米医学協力計画 抗酸菌症部会 委員 2016.4.1 ～継続中

29 新川　　武 日本寄生虫学会評議員 2011 ～継続中

30 新川　　武
文部科学省科学技術政策研究所科学技術動向研究センター科学技術専

門調査員
2001 ～継続中

31 新川　　武
一般財団法人沖縄県発明協会法人会員（琉球大学産学官連携推進機構

知的財産部門長として参加）
2015 ～継続中

【社会活動・地域貢献】
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32 新川　　武 株式会社ジェクタス・イノベーターズ代表取締役（兼業） 2016.9.30 ～継続中

33 玉城　志博 株式会社ジェクタス・イノベーターズ取締役（兼業） 2016.9.30 ～継続中

34 酒井　一彦 沖縄県新石垣空港事後調査委員会委員 2015.4.1 ～継続中

35 酒井　一彦 沖縄県サンゴ礁保全再生地域モデル事業調査研究等事業推進会議議長 2017.4.1 ～継続中

36 酒井　一彦 沖縄県オニヒトデ総合対策事業検討委員 2017.4.1 ～継続中

37 酒井　一彦 日本生態学会九州地区会委員 2012.4.1 ～継続中

38 山城　秀之 日本サンゴ礁学会選挙管理委員長 2017.7.1 ～ 2018.1.30

39 波利井佐紀 日本ベントス学会和文誌編集委員会 2016.4. ～継続中

40 波利井佐紀 日本サンゴ礁学会編集委員会編集委員長・英文誌編集長 2017.7.1 ～継続中

41 波利井佐紀 沖縄県公共事業評価監視委員会 2014.5.1 ～ 2018.3.31

42 中野　義勝 沖縄県サンゴ礁保全推進協議会会長 2015.4.1 ～継続中

43 中野　義勝 日本サンゴ礁学会野外活動安全委員会委員 2015.7.1 ～継続中

44 中野　義勝 日本サンゴ礁学会評議員 2015.7.1 ～継続中

45 中野　義勝 日本サンゴ礁学会サンゴ礁保全委員会委員長 2015.7.2 ～ 2017.6.30

46 中野　義勝 日本サンゴ礁学会サンゴ礁学術保全委員会委員 2017.7.1 ～継続中

47 中野　義勝 全漁連環境・生態系保全活動サポート推進事業サポート専門家 2017.4.1 ～ 2018.3.31

48 成瀬　　貫 Raffles Bulletin of Zoology - Associate editor 継続中

49 成瀬　　貫 沖縄生物学会誌－編集幹事 継続中

50 成瀬　　貫
The International Union for Conservation of Nature: Species Survival 
Commission: Freshwater Crab and Crayfish Specialist Group

継続中

51 成瀬　　貫 オンラインジャーナル・Fauna Ryukyuana 編集長 継続中

52 成瀬　　貫
絶滅のおそれのある野生生物選定・評価検討会その他無脊椎動物分科

会検討委員
継続中

53 成瀬　　貫 日本学術会議九州・沖縄地区会議学術講演会 2017.11.16

54 内貴　章世 環境省希少野生動植物種保存推進員 2012.7.1 ～継続中

55 内貴　章世 日本植物分類学会　編集委員 2015.1.1 ～継続中

56 内貴　章世 日本生態学会　生態学会自然保護専門委員 2016.4.1 ～継続中

57 寺嶋　芳江 日本きのこ学会理事 2017.4.1 ～ 2018.3.31

58 寺嶋　芳江 日本菌学会評議員 2017.4.1 ～ 2018.3.31

59 寺嶋　芳江 沖縄県レッドデータブック改定・編集委員 2017.4.1 ～ 2018.3.31

60 梶田　　忠 第７回国際マメ科会議 実行委員長 2015.11.1 ～継続中

61 梶田　　忠 The International Union for Conservation of Nature: Mangrove Specialist 継続中

62 渡辺　　信 日本マングローブ学会理事 2016.4.1 ～継続中

63 渡辺　　信
奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島世界自然遺産候補地地域連

絡会議
2016.4.1 ～継続中

64 渡辺　　信 九州森林管理局西表島森林生態系保護地域設定委員会委員 2016.4.1 ～継続中

65 渡辺　　信 船浦ニッパヤシ植物群落保護林の保護管理検討委員会 2016.4.1 ～継続中
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No. 氏　名 活　動　内　容 活動期間

1 山平　寿智 インドネシア・スラウェシ島北部のサヨリ科魚類の採集調査 2017.6.22 ～ 2017.6.27

2
Daniel Frikli 
Mokodongan インドネシア・スラウェシ島中部古代湖群のメダカ科魚類の採集調査 2017.6.16 ～ 2017.7.14
小林　大純 

3 山平　寿智
韓国産オサムシ類における性淘汰の環境依存性の解明にかかわるの野

外調査
2017.7.22 ～ 2017.7.28

4
山平　寿智

インドネシア・スラウェシ島南島部のメダカ科魚類の採集調 2017.9.14 ～ 2017.9.23Daniel Frikli 
Mokodongan

5 山平　寿智 サハリン産エゾホトケドジョウ属の採集調査 2017.9.25 ～ 2017.10.1

6

山平　寿智

インドネシア・スラウェシ島南島部およびムナ島のメダカ科魚類の採

集調査
2018.2.5 ～ 2018.2.12和智　仲是

Bayu K. A. 
Sumarto

7 城野　哲平
中国・山西省、陝西省のヤマカガシ属ヘビとヤモリ属ヤモリの採集調

査、および中国科学院 成都生物研究所での室内行動実験
2017.5.30 ～ 2017.6.10

8 城野　哲平
マレーシア・ボルネオ クバ国立公園におけるスタディツアーの指導お

よびヤモリ類のコミュニケーションの調査
2017.8.15 ～ 2017.8.26

9 戸田　　守 台湾西部におけるヤモリ類の採集調査および台湾 国立自然科学博物

館とのヤモリ属の機能形態学についての共同研究
2017.10.20 ～ 017.10.27

城野　哲平

10 城野　哲平 台湾・南竿島および台湾島北西部におけるヤモリ類の採集調査 2018.3.13 ～ 2018.3.18
11 徳田　　岳 アメリカ・ジョージア州におけるキゴキブリ採集調査 2017.9.15 ～ 2017.9.19
12 瀬底教職員 国際合同野外実習 2017.7.31 ～ 2017.8.2
13 酒井　一彦 タイ王国、アンダマン海におけるサンゴ種多様性調査 2018.3.11 ～ 2018.3.18
14 山城　秀之 台湾緑島におけるサンゴ被覆性海綿の調査 2017.6.19 ～ 2017.6.24
15 梶田　　忠 第７回国際マメ科会議の準備 2015.11.1 ～継続中

16 梶田　　忠
スペイン・カナリー諸島における，マメ科−根粒菌共生特異性研究のた

めの現地調査
2017.5.19 ～ 2017.6.1

17

梶田　　忠

スリランカにおけるマングローブ研究フォーラムの実施 2017.6.25 ～ 2017.6.28渡辺　　信

成瀬　　貫

内貴　章世

18 山本　　崇 深セン（中国）で開催された Mangrove Conservation Genetics ワーク

ショップにおける共同研究発表と打ち合わせ
2017.7.25 ～ 2017.7.26   

梶田　　忠

19 梶田　　忠
ブレーメン（ドイツ）で開かれた IUCN Mangrove Specialist Group の研

究交流と共同研究打ち合わせ
2017.9.25 ～ 2017.9.30

20 内貴　章世 オーストリア、チェコにおけるタンポポ類の繁殖干渉に関する野外調査 2017.5.3 ～ 2017.5.12

21 内貴　章世
中国・深センで開催された19th International Botanical Congress への参

加・研究発表
2017.7.22 ～ 2017.7.3  

22 内貴　章世 タイの石灰岩地におけるシマザクラ植物の分布調査 2017.9.11 ～ 2017.9.17
23 内貴　章世 マレーシア・サラワク州ビンツルにおける森林の植物多様性調査 2017.9.19 ～ 2017.10.6
24 内貴　章世 ブルネイ・クアラブラロンにおける森林の植物多様性調査 2017.10.30 ～ 017.11.12
25 内貴　章世 ベトナム南部のルリミノキ属植物調査  2017.11.22 ～ 2017.12.5
26 内貴　章世 ラオス・プーカオクワイ国立公園における森林の植物多様性調査 2017.12.17 ～ 017.12.28
27 渡辺　　信 タイ王国海岸浸食防止のためのマングローブ植林研究 2017.10.5 ～ 2017.10.8

28 渡辺　　信
ミクロネシアにおけるマングローブ主要構成種の地下部生産・分解

プロセスと立地環境の関係調査
2017.8.31 ～ 2017.9.11

29 渡辺　　信 マレーシア・サバ州のマングローブ林再生に関する共同研究 2017.11.20 ～ 017.11.23
30 渡辺　　信 ボルネオのテングザル生態調査 2017.11.12 ～ 017.11.19

31 渡辺　　信

A Challenge to Support Mangrove Rehabilitation by Drone (Unmanned 
Aerial Vehicle)Shin WatanabeInternational Conference on Sustainable 
Mangrove Ecosystem 2017 (Bali, Indonesia)   18 Apr 2017

2017.4.18 ～ 2017.4.18

32 渡辺　　信 Reported at Mangrove scientific forum (Sri-Lanca)  2017.6.25 ～ 2017.6.25

33 渡辺　　信
Reported at 54th Annual Meeting of the Association for Tropical Biology and 
Conservation (Merida, Mexico)  2017.7.17 ～ 2017.7.17

34 寺嶋　芳江 ブータン西部キノコ生産農家の生活向上プロジェクト実施 2017.4.1 ～ 2018.3.1
35 成瀬　　貫 サバ州森林局とのマングローブ性甲殻類相に関する共同研究 2017.11.6 ～ 2017.11.18

【国際活動・国際協力等】
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No. 氏　　名 記 事 見 出 し 掲載媒体名 掲載年月日

1 高相徳志郎 公共工事には在来植物を 琉球新報 2017.12.24

2 高相徳志郎 植栽活動も環境負荷に配慮を 毎日新聞 2017.12.24

3 高相徳志郎 自生植物で景観改善を 沖縄タイムス 2018.1.7

4 戸田　守 絶滅危惧種のミヤコカナヘビ　琉球大，保護へ調査 沖縄タイムス 2018.2.19

5 戸田　守 ミヤコカナヘビ 琉球新報（りゅうぽん） 2018.2.25

6 梅村正幸 「内藤財団時報」抗結核防御応答を追い続けて ･･･
公益財団法人 内藤記

念科学振興財団
2017.3.

7 山城秀之 世界最大級の微環礁 沖縄タイムス他 201710.17

8 山城秀之 世界最大級か、直径 11.1m のハマサンゴ発見 読売新聞 2017.10.17

その他の資料・新聞報道等
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区　　分 延べ人数 備　　考

学　　内

研 究 者 189
大学院生 1,983
学部学生 551
そ の 他 0

学　　外

研 究 者 1,390
大学院生 893
学部学生 573
そ の 他 86

国　　外

研 究 者 344
大学院生 154
学部学生 55
そ の 他 0

利用者数 6,218

区　　分 延べ人数 備　　考

学　　内

研 究 者 840 
大学院生 400 
学部学生 90 

学　　外

研 究 者 46 
大学院生 3 
学部学生 0 
そ の 他 33 

国　　外 研 究 者 339 
利用者数 1,751 

区　　分 延べ人数 備　　考

学　　内

研 究 者 0
大学院生 0
学部学生 0

学　　外

研 究 者 63
大学院生 19
学部学生 5
高 校 生 3
そ の 他 0

国　　外
研 究 者 0
学部学生 0

利用者数 90

【瀬底研究施設】　

【分子生命科学研究施設】

【西原研究施設】

センターの利用状況

【西表研究施設】　

研 究 者 学　　生 総　　計 宿泊外利用者

実
数
合
計

重
複
利
用
除
外
実
数
合
計

延
べ
合
計

実
数
合
計

重
複
利
用
除
外
実
数
合
計

延
べ
合
計

実
数
総
計

重
複
利
用
除
外
実
数
総
計

延
べ
総
計

実
数
合
計

延
べ
合
計

利 用 者 数 274 232 1105 435 416 1968 709 648 3073
重 複 利 用 42 19 61

所　

属　

機　

関

国 立 大 学 133 119 529 284 267 1363 417 386 1892
公 立 大 学 5 3 18 1 1 12 6 4 30
私 立 大 学 32 30 133 71 70 311 103 100 444
独立行政法人 16 7 75 16 7 75
民間研究機関 6 6 13 6 6 13
民 間 業 者 20 11 75 20 11 75
そ の 他 62 56 262 78 77 280 140 133 542

共

同

種

別

客員研究員 2 1 14 2 1 14

国内共同研究者 4 3 13 4 3 13
国外共同研究者 0 0 0 0 0 0

その他研究者 0 0 0 0 0 0

役　
　
　
　

職

教 授 52 44 223 52 44 223
准 教 授 33 30 130 33 30 130
講 師 15 13 60 15 13 60
助 教 22 20 94 22 20 94
研 究 員 44 32 210 44 32 210
P D 12 9 80 12 9 80
そ の 他 97 85 312 97 85 312

課　
　
　

程

学 士 課 程 245 240 1184 245 240 1184
修 士 課 程 78 66 335 78 66 335
博 士 課 程 40 38 206 40 38 206
そ の 他 72 72 243 72 72 243
不 明 0 0 0 0 0 0

外 国 人 9 8 75 19 18 114 28 26 189
学
内
外

学 内 55 48 175 101 92 492 156 140 667
学 外 219 186 930 334 324 1476 553 510 2406

性
別

男 性 231 199 904 289 273 1356 520 472 2260
女 性 43 35 201 149 146 629 192 181 830

利　

用　

施　

設

実験室利用 71 52 434 68 63 449 139 115 883
講義室利用 67 67 253 197 196 820 264 263 1073
圃 場 利 用 13 11 87 34 34 226 47 45 313
演習林利用 24 20 89 55 48 261 79 68 350
船 舶 利 用 13 10 59 22 22 113 35 32 172
カヤック利用 38 32 133 68 68 289 106 100 422

※延べ合計数は、同一者が研究施設に滞在し、連続利用する場合の利用日数

を利用者数としてカウントしている。
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【西原研究施設】

　　〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町千原１ （理系複合棟７階）

　　　　　　　 電話・FAX：098-895-8965 

　　http://www.tbc.u-ryukyu.ac.jp/ja/nishihara/home.html

【瀬底研究施設】

　　〒905-0227 沖縄県国頭郡本部町瀬底3422

　　　　　　　電話：0980-47-2888　FAX：0980-47-4919

　　http://www.tbc.u-ryukyu.ac.jp/sesoko/home.html

 

【西表研究施設】

　　〒907-1541 沖縄県八重山郡竹富町字上原870

　　　　　　　電話：0980-85-6560　FAX：0980-85-6830

　　http://www.tbc.u-ryukyu.ac.jp/iriomote/home.html

【分子生命科学研究施設】

　　〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町千原１

　　　　　　　電話：098-895-8943　FAX：098-895-8944

　　http://www.tbc.u-ryukyu.ac.jp/comb/home.html

　発　行：琉球大学熱帯生物圏研究センター

　編　集：琉球大学熱帯生物圏研究センター年報委員会　

　　　　  岩崎公典・山城秀之・渡辺　信・戸田　守（委員長)


